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区
内
の
樹
木
が
色
づ
き
始
め
た
n
月
9
日
か
ら
2
8
日
ま
で
の
二

十
日
間
、
第
四
回
定
例
会
が
開
か
れ
た
。

　
初
日
の
本
会
議
で
は
、
区
長
招
集
挨
拶
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
各

会
派
の
代
表
六
人
が
登
壇
、
「
代
表
質
間
」
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
区

長
か
ら
、
52
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
十
六
の
案
件
が
上
程

さ
れ
、
う
ち
人
事
案
件
一
件
を
議
決
。
残
り
十
五
件
を
担
当
の
委

員
会
へ
審
議
付
託
し
た
。
ま
た
1
0
日
に
は
、
自
民
三
人
、
公
明
、

共
産
、
社
会
各
一
一
人
、
民
社
、
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
各
一

人
の
計
十
一
人
に
よ
る
「
一
般
質
間
」
が
行
わ
れ
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
1
3
日
か
ら
2
5
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
各

委
員
会
の
審
議
経
過
と
結
果
が
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
決
算
に

対
す
る
各
会
派
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
追
加
案
件

二
件
を
含
む
十
七
件
す
べ
て
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

木
造
住
宅
か
ら
鉄
筋
住
宅
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
議
決
さ
れ
た
「
中
高
層
建
築
物

の
紛
争
予
防
・
調
整
条
例
」
は
、
区
民
が
健
全
な
生
活
を
保
て
る
よ
う
に
す
る
の
が
目
的
の
一
つ
だ
。

写
真
ロ
小
田
急
線
「
世
田
谷
代
田
駅
」
付
近
よ
り
上
馬
方
面
へ
の
環
七
通
り
．
■

鰹褥

●
昭
和
5
2
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

－
関
係
記
事
は
二
ー
五
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
婦
人
会
館
条
例
の
新
設

　
前
定
例
会
で
婦
人
会
館
の
買
収
を
議
決
し
た
の

に
伴
い
、
施
設
の
内
容
や
事
業
・
使
用
方
法
な
ど

を
規
定
し
た
。
使
用
料
は
無
料
。

●
多
摩
川
玉
堤
広
場
条
例
の
新
設

　
大
田
区
と
の
境
に
あ
る
多
摩
川
河
川
敷
を
、
区

民
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
設
置
。
広
場
に
は
、
少

年
野
球
場
二
面
（
無
料
）
、
庭
球
場
九
面
（
一
面
・

一
時
間
以
内
平
日
1
1
五
百
円
、
電
土
・
日
・
休
日
H

八
百
円
）
が
設
け
ら
れ
る
。
管
理
事
務
所
は
玉
堤

通
り
に
設
置
さ
れ
、
平
常
事
務
や
管
理
は
、
大
田

区
と
共
同
で
つ
く
る
「
管
理
公
社
」
に
委
託
す
る
。

●
中
高
層
建
築
物
の
紛
争
予
防
・
調
整
条
例
新
設

　
こ
れ
ま
で
は
指
導
要
綱
で
対
応
し
て
き
た
が
、

都
条
例
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
区
も
条
例
を
新
設

す
る
。
条
例
は
、
区
が
扱
う
中
高
層
建
築
物
の
範

囲
、
区
長
と
当
事
者
の
責
務
を
明
記
。
建
築
主
の

標
識
設
置
、
説
明
会
の
開
催
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

区
長
が
あ
っ
せ
ん
を
打
ち
切
っ
た
場
合
、
調
停
に

移
行
す
る
が
、
そ
の
際
、
区
長
は
「
建
築
紛
争
調

停
委
員
会
」
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
関
係
書
類
の
提
出
、
要
請
に
応
じ
な

い
と
き
の
公
表
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

●
区
議
・
区
長
選
挙
の
選
挙
公
報
発
行
条
例
新
設

　
4
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、
候
補
者
の

周
知
を
は
か
る
た
め
の
条
例
。
氏
名
・
経
歴
・
政

見
・
写
真
等
が
掲
載
で
き
る
が
、
掲
載
文
は
五
百

字
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
選
挙
の
前
日
ま

決算特集号もくじ
①べ一ジ第4回定例会の概妻

②ベージ
③べ一ジ決算審議のあらまし

餅・翻叢おあらまし

⑥べ一ジ代表質問

⑦ぺ一ジー般質問、

0ぺ一ジみなさんからの請願ほカ

曝
“

灘繍、

馴
、

4’

で
に
、
新
聞
折
込
み
等
で
全
担
帯
に
配
布
さ
れ
る

ほ
か
、
出
張
所
な
ど
に
も
置
か
れ
る
。

●
区
長
の
給
料
特
例
条
例
の
新
設

　
不
祥
事
件
発
生
に
伴
い
、
区
長
自
ら
の
厳
し
い

姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
給
料
の
三
割
を
一

カ
月
減
額
す
る
。

●
区
長
選
挙
の
立
会
演
説
会
開
催
条
例
改
正

　
班
別
編
成
で
開
催
し
て
い
た
が
、
班
別
編
成
に

よ
ら
な
く
て
も
開
催
で
き
る
よ
う
に
改
め
た
。

●
自
然
的
環
境
の
保
護
・
回
復
条
例
改
正

　
国
。
都
の
指
定
が
解
除
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

区
は
指
定
当
時
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
。

●
公
園
条
例
改
正

　
公
園
管
理
者
以
外
で
管
理
す
る
場
合
の
規
定
を

加
え
、
次
の
新
設
個
所
を
追
加
し
た
。

玉
川
台
東
小
緑
地
　
玉
川
台
一
丁
目
9
－
2
1

中
町
南
小
緑
地
　
　
中
町
一
丁
目
2
4
1
9

●
名
誉
区
民
条
例
改
正

　
親
善
な
ど
の
目
的
で
、
区
の
賓
客
と
し
て
来
訪

し
た
外
国
人
に
、
特
に
名
誉
区
民
の
称
号
を
贈
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

●
仮
称
千
歳
台
小
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約

工
費
1
1
五
億
四
三
五
〇
万
円
、
工
期
1
1
5
5
年
3
月

10

日
。
鉄
筋
四
階
建
校
舎
・
二
階
建
体
育
館
・
プ

ー
ル
等
の
諸
施
設
。

●
仮
称
下
馬
図
書
館
新
築
工
事
請
負
契
約

工
費
H
一
億
五
九
〇
〇
万
円
、
工
期
0
5
5
年
2
月

15

日
。
鉄
筋
地
下
一
階
地
上
三
階
建
。

●
教
育
委
員
の
任
命
同
意

さ
だ
ゐ
　
　
　
は
る

貞
閑
　
晴
（
五
十
几
歳
・
再
任
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

山
口
進
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
太
子
堂
三
丁
目
5
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
丁
目
2
8
－
9

恢
原
虎
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
上
罵
四
丁
目
23

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
師
谷
一
丁
目
H
1
7

武
田
治
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂
二
丁
目
1
1
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
林
二
丁
目
1
5

11

看
利
慧
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輿
沢
五
丁
目
1
1
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
原
二
丁
目
困
25

　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨
沢
八
丁
目
3
1
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵
六
丁
目
4
－
1

竹
田
守
貞
　
　
　
　
　
　
上
北
沢
三
丁
目
2
4
1
餌

田
崎
賜
子
　
　
　
　
　
　
等
々
力
五
丁
目
3
0
－
11

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
　
四
件

O
讐
多
見
四
丁
目
3
　
延
長
六
八
・
五
〇
m

O
喜
多
見
九
丁
目
1
8
　
延
長
五
八
・
九
八
m

O
上
祖
師
谷
四
丁
目
3
8
・
3
9
　
延
長
二
三
丁
三

　
九
m

O
北
鳥
山
九
丁
目
2
5
　
延
長
一
七
八
・
六
〇
m

●
報
告
六
件

O
契
約
変
更
の
専
決
処
分
　
三
件

O
傷
書
等
事
故
の
損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決
処
分

　
一
一
件

O
要
望
書
の
提
出
　
一
件
（
別
掲
）

　　　
　　　 　　　　　　　　 　　　　 　　　　 　　 　　

　　　　　　　さ区政の信頼確保1

　　　　　　　　に最大の努力を1
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・碧

鰍鱈
　
初
め
に
、
こ
の
た
び
の
学
校
建
築
工
事
を
め

　

舷
ぐ
る
不
祥
事
に
つ
い
て
む
報
告
い
た
し
ま
す
。

鹸★
　
す
で
に
前
の
本
会
議
で
O
報
告
し
た
よ
う
に
、

鹸★
事
件
発
生
後
、
直
ち
に
「
綱
紀
粛
正
対
策
本
部
」

献★
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
事
後
処
理
に
あ
た
っ
て

　

鹸
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
該
職
員
に

　

轍
つ
い
て
は
、
現
在
な
お
司
直
の
手
で
取
調
べ
中

　

崩
で
あ
り
「
本
人
か
ら
の
箏
情
聴
取
が
で
き
な
い

顛
状
況
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
私
た
ち

轍★
は
自
粛
自
戒
し
、
公
正
な
行
政
を
推
進
す
る
た

か

饗
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
管
謬
馨
及
び
私

★
を
含
め
て
厳
正
な
処
分
を
い
た
し
た
い
と
考
え

オ
舷
て
お
り
ま
す
。

撤
　
関
係
し
た
業
者
に
つ
い
て
も
、
1
0
月
2
3
日
の

撤
　
「
指
名
業
者
選
定
審
議
会
」
に
お
い
て
、
指
名

鹸★
停
止
の
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

鼎
　
今
後
は
、
単
に
非
行
再
発
防
止
と
い
っ
た
消

ゑ

酬
舗
鞭
灘
怯
響
驚
矯
哲
灘
難

カ

鼎
追
求
し
て
い
く
所
存
で
す
。
そ
し
て
、
区
民
と

勲★
区
政
の
信
頼
関
係
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
べ

鼎
　
、

★
く
　
さ
ら
に
広
い
視
野
か
ら
改
善
を
進
め
て
い

オ

鱈
く
考
え
で
す
。

献鱈
　
さ
て
、
区
政
は
今
、
5
3
年
度
後
半
を
迎
え
て

轍
新
し
い
事
業
・
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

、
、
、

噂

．」［網＆

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹸

区
民
の
居
住
環
境
を
整
備
し
、
自
然
環
境
を
保
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
し
、
公
害
と
災
害
か
ら
区
民
を
守
る
こ
と
は
、
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

躯
賜
闘
轟
融
雛
雛
観
靴
瀦
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
整
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
舷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
「
指
導
方
針
」
を
、
さ
ら
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
内
容
を
整
備
し
、
区
民
の
居
住
環
境
向
上
に
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傾

需
与
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
価

　
次
に
、
か
ね
て
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
区
議
会
鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

議
員
・
区
長
選
挙
に
お
け
る
「
選
挙
公
報
」
の
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲

発
行
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
投
票
率
の
低
下
解
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

消
を
は
か
り
、
区
民
の
参
加
意
識
の
高
揚
を
進
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹸

め
る
た
め
で
す
．
私
は
、
こ
の
纂
に
よ
り
、
撤

区
民
の
皆
さ
ん
が
地
方
自
治
の
重
要
性
を
よ
り
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

一
層
認
識
さ
れ
、
区
政
へ
の
参
加
意
識
を
持
っ
繍

て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
区
政
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

ど
価
値
あ
る
も
の
か
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
蜻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

が
羅
羅
綴
醸
蕪
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

離
殿
醜
購
“
誹
舗
敬
龍
堰
鰍

予
算
編
成
に
は
・
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
配
分
撤

と
、
適
正
か
つ
効
率
的
運
営
に
よ
り
、
区
民
福
撤

祉
の
維
持
・
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

一
＝

≡
　
＝

一
　
　
　
　
＝

昌
響

一

住
宅
・
宅
地
政
策
に
関
す
る
要
望
書

　
不
況
と
財
政
難
の
た
め
、
わ
が
国
の
住
宅
建

設
は
国
民
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
現
状
だ
。
世

田
谷
区
内
で
も
公
営
庄
宅
の
建
設
、
宅
地
供
給
、

融
資
を
求
め
る
声
が
大
き
く
、
建
設
現
場
従
業

員
の
雇
用
不
安
と
相
ま
っ
て
、
区
議
会
へ
強
い

＝

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
次
項
の
政

策
を
強
く
推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
①
安
く

て
住
み
よ
い
、
災
害
に
強
い
公
営
庄
宅
の
大
量

建
設
②
公
的
機
関
に
よ
る
宅
地
供
給
の
強
力
推

進
と
長
期
計
画
の
策
定
③
借
り
や
す
い
、
返
し

や
す
い
公
的
な
住
宅
ロ
ー
ン
の
拡
充
。

　
1
1
月
2
0
日
提
出
　
1
1
月
2
8
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
・
大
蔵
。
建
設
大
臣
あ
て



　
区
民
の
た
め
に
お
金
が
ど
う
使
わ
れ
、
ど
ん
な

成
果
が
あ
っ
た
か
ー
5
2
年
度
の
各
会
計
決
算
が
、

第
四
回
定
例
会
で
全
員
賛
成
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
。

　
決
算
の
結
果
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

般
会
計
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
歳
入
が
8
・
3

。
o
、
歳
出
で
7
・
7
％
（
5
1
年
度
は
n
・
2
％
、

10

・
2
0
0
）
と
、
い
ず
れ
も
低
い
伸
び
率
で
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
黒
字
額
は
九
億
一
．
一
干
ヒ
、
白
万
円
（
51

年
度
は
六
億
し
千
万
円
）
で
、
1
3
・
5
％
増
と
な

効
率
的
な

財
政
運
営
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

質
間
①
　
低
成
長
経
済
下
で
も
、
区
の
財
政
は
景

気
変
動
の
影
響
を
直
接
受
け
難
い
た
め
、
決
算
の

結
果
は
順
当
だ
っ
た
が
、
不
急
の
事
業
へ
の
支
出

も
見
受
け
ら
れ
る
。
福
祉
施
策
で
の
公
費
負
担
と

受
益
者
負
担
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
満
掃
事
業
な
ど
、
都
の
事
業
の
区
へ
の
移

管
問
題
が
今
後
の
課
題
だ
。
来
年
度
予
算
の
編
成

方
法
も
一
部
改
め
て
み
た
。
原
則
的
に
は
応
分
の

受
益
者
負
担
は
当
然
必
要
だ
。

②
　
町
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
「
投
資
的
経
費
」

が
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
人
件
費
は
漸
増
し
て

き
て
い
る
。
現
在
の
挙
業
の
見
直
し
を
行
え
。
区

民
の
一
部
し
か
利
用
で
き
な
い
区
立
幼
稚
園
を
多

額
の
税
金
で
建
設
す
る
よ
り
、
私
立
幼
稚
園
を
育

成
し
て
い
け
。

答
弁
　
健
全
財
政
を
保
つ
た
め
に
は
、
「
投
資
的
経

費
」
を
抑
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
他
の
経
費
を

節
約
し
て
で
も
増
や
し
た
い
。
私
立
幼
稚
園
が
長

く
存
続
で
き
る
よ
う
助
成
し
て
い
く
。

0
　
保
養
所
や
林
間
学
校
な
ど
の
施
設
が
不
十
分

だ
。
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
が
楽
し
め
る
雄
大
な
区

外
施
設
の
建
設
計
圃
を
立
て
よ
。

答
弁
　
栗
山
村
も
同
じ
趣
旨
で
検
討
し
た
が
、
評

判
が
よ
く
な
か
っ
た
。
八
ヶ
岳
付
近
を
来
春
に
も

調
査
し
た
い
。
地
元
と
交
流
で
き
れ
ば
理
想
的
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
公
明
党

質
問
①
　
文
化
事
業
の
将
来
の
構
想
を
示
せ
。
「
区

民
健
康
村
」
の
建
設
は
、
箏
前
に
十
分
な
計
画
を

立
て
よ
。
基
本
計
圃
と
共
に
「
長
期
財
政
計
画
」

を
つ
く
れ
。

答
弁
　
「
美
術
展
」
や
「
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
建
設
」

な
ど
、
文
化
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
美
術

館
も
ぜ
ひ
建
設
し
た
い
。
健
康
村
は
交
通
面
も
考

え
る
。
財
政
計
画
は
五
年
ぐ
ら
い
は
立
て
た
い
。

受
盤
一
者
負
担
を
め
ぐ
，
一
て

決
算
審
議
の
あ
ら
ま
し

②
許
認
可
事
務
に
、
職
員
を
長
期
に
配
置
す
る

な
。
区
民
葬
祭
場
を
早
急
に
つ
く
れ
。
不
健
全
図

書
の
規
制
条
例
の
制
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
職
員
の
配
転
に
努
め
る
。
来
年
度
、
宿
泊

施
設
な
ど
の
あ
る
葬
祭
場
の
建
設
に
着
手
し
た
い
。

規
制
条
例
は
3
月
を
メ
ド
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
問
①
　
決
算
上
で
は
黒
字
だ
が
、
歳
入
見
込
み

や
区
民
要
望
の
貝
体
化
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。
幼

児
教
育
は
、
公
立
施
設
の
役
割
を
認
識
し
、
公
私

格
差
を
是
正
せ
よ
。
障
害
児
対
策
も
示
せ
。

答
弁
　
財
政
運
営
は
良
好
だ
っ
た
。
私
立
の
施
設

の
内
容
充
実
に
努
め
、
公
私
格
差
を
是
正
し
た
い
。

障
害
児
対
策
は
專
門
家
に
も
相
談
し
て
い
く
。

②
貝
体
的
な
震
災
予
防
対
策
を
つ
く
れ
。
窒
素

酸
化
物
の
基
準
緩
和
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
弁
　
予
防
対
策
は
、
「
基
本
計
画
」
の
中
で
考
え

た
い
。
環
境
庁
に
当
区
の
実
惰
を
訴
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
党

質
問
①
　
当
初
の
歳
入
見
込
み
を
も
っ
と
的
確
に

す
れ
ば
、
さ
ら
に
効
果
的
な
駆
業
が
で
き
た
の
で

は
な
い
の
か
。
不
祥
事
に
対
す
る
認
識
が
甘
す
ぎ

な
い
か
。

答
弁
　
歳
入
見
込
み
を
完
全
に
把
握
す
る
の
は
困

難
だ
。
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
い
る
。
下
か

ら
積
み
上
げ
た
組
織
で
諸
問
題
を
解
決
し
た
い
。

②
来
春
の
区
長
選
挙
で
は
、
大
場
区
長
は
全
会

派
の
支
持
を
得
た
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
従
来
か
ら
の
”
区
民
党
”
の
立
場
を
変
え

ず
に
政
策
を
す
す
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
民
社
党

質
問
　
行
政
を
行
う
の
は
職
員
だ
。
職
員
の
資
質

向
上
を
は
か
れ
。
障
害
児
対
策
は
、
専
門
家
の
意

見
を
十
分
き
い
て
充
実
し
て
い
け
。

答
弁
　
ま
ず
内
部
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。
職
員

研
修
の
体
制
は
で
き
た
の
で
、
内
容
を
充
実
さ
せ

る
。
障
害
者
の
実
態
を
よ
く
理
解
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
…

質
問
　
保
育
園
運
営
に
対
す
る
区
の
支
出
が
多
い
。

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
だ
。
人
事
管

会　計　別 歳入決算額 歳出決算額
一　般　会　計 649億1637万6796円 630億9583万8696円

国保事業会計 り25億0137万7091円 123億8488万8658円

中学校給食費会計 6億7629万0660円 6億6802万5973円

合　　　　計 780億9404万4547円 761億4875万3327円

　　七の他9．9％

土木貸9！ト％

簸員費32．1％

歳出

　　総務費Z5％

　　　教音葡37％

　　　民生費274％

一般会計の内訳

　糊也8．1％！身
都支出金55％／

　特別区交付金’o．5％

歳入

　　一撫凶責2陽

　　　R一一請取八9，7％

’￥＿＿国庫支出金，2；，％

＼＿髄　％

し

っ
て
い
る
。

　
区
議
会
で
は
、
自
民
党
十
．
．
．
人
、
公
明
党
・
共

産
党
・
社
会
党
各
四
入
、
民
祉
党
お
よ
び
無
所
属

・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
各
．
．
入
の
委
ロ
只
で
構
成
す
る

「
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
、
11
月
14
H
か
ら

七
日
問
に
わ
た
っ
て
審
議
を
行
な
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
各
会
派
が
順
次
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
別
に
、
区
理
事
者
に
対
し
て
賢
疑
を
行
な
っ

た
、
紙
．
画
の
都
合
で
全
部
は
掲
載
で
き
な
い
が
、

そ
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
、

理
の
方
法
の
検
討
や
業
者
指
導
を
積
極
的
に
行
え
。

答
弁
　
保
育
料
の
見
直
し
は
必
要
だ
が
、
都
と
区

の
現
行
制
度
に
も
問
題
が
あ
る
。
区
内
業
者
の
育

成
は
当
然
だ
が
、
業
者
甜
に
も
能
力
や
誠
意
が
必

要
だ
。
職
員
に
窓
口
応
対
な
ど
を
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
区
政
を
円
滑
に

　
　
　
　
　
　
　
進
め
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
公
明
党

質
問
①
　
契
約
予
定
価
格
の
秘
密
保
持
は
万
全
か
。

許
認
可
事
務
を
長
く
担
当
し
て
い
る
職
員
を
把
握

し
て
い
る
か
。
昼
休
み
の
窓
口
開
設
や
名
札
着
用

の
実
施
が
遅
れ
て
い
る
。

答
弁
　
秘
密
保
持
は
守
ら
れ
て
い
る
。
職
員
配
置

は
年
数
に
限
ら
ず
個
々
に
対
応
し
て
い
る
。
出
先

機
関
の
窓
口
は
1
2
月
に
も
実
施
し
た
い
。
名
札
は

窓
口
開
設
後
に
検
討
し
て
い
く
。

②
幼
稚
園
の
公
私
立
格
差
を
来
年
度
で
是
正
せ

よ
。
5
4
年
度
の
税
収
は
ど
の
程
度
か
。

答
弁
　
一
度
に
是
正
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
段
階

的
に
努
力
し
た
い
。
税
収
の
伸
び
率
は
5
％
程
度

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
問
①
”
地
域
”
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

か
。
公
共
施
設
の
用
地
確
保
は
、
借
地
も
考
え
よ
。

答
弁
”
地
域
”
の
定
義
は
難
し
い
。
従
来
は
”
全

体
”
が
優
先
さ
れ
た
が
、
今
後
は
”
地
域
”
も
十

分
考
慮
し
て
い
く
。
借
地
の
方
法
も
検
討
す
る
。

②
区
民
の
中
に
入
っ
て
い
く
職
員
の
姿
勢
が
望

ま
れ
る
。
実
践
的
な
研
修
を
考
え
よ
。
監
査
機
構

の
改
善
も
行
え
。

答
弁
　
新
任
職
員
の
「
区
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は

好
評
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
も
考
え
た
い
。

不
祥
事
の
防
止
に
は
万
全
を
期
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
党

質
問
①
　
工
事
請
負
業
者
の
選
定
に
問
題
点
は
な

い
の
か
。
区
内
業
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
」

部
門
に
建
築
専
門
技
師
を
配
置
す
べ
き
だ
。

答
弁
「
選
定
委
員
会
」
で
業
者
を
厳
選
し
て
い
る
。

区
外
業
者
と
の
競
争
で
育
成
し
て
い
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
職
員
の
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

②
庄
民
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
行
政
に
生
か
し

て
い
く
べ
き
だ
。
住
民
参
加
を
ど
う
考
え
る
か
。

匁
口
弁
　
多
様
化
す
る
住
民
要
望
の
中
で
、
住
民
と

行
政
の
一
体
化
を
は
か
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

参
加
す
る
住
民
側
に
も
責
任
あ
る
態
度
が
必
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
民
社
党

質
問
　
労
務
担
当
や
事
務
管
理
、
文
書
管
理
の
組

織
的
な
充
実
を
は
か
れ
。
政
策
を
十
分
に
こ
な
せ

る
専
門
職
を
養
成
せ
よ
。

答
弁
　
組
織
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
中
だ
。

早
く
結
論
を
出
し
た
い
。

　
　
　
　
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
プ
皿

質
間
　
庁
内
で
不
用
品
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

予
算
を
有
効
に
使
え
。
契
約
事
務
や
人
事
管
理
に

十
分
配
慮
せ
よ
。
広
報
紙
の
追
跡
調
査
を
行
え
。

答
弁
「
棚
卸
し
」
を
し
て
お
り
、
不
用
品
は
な
い

筈
だ
。
適
正
人
事
に
努
め
て
い
る
が
、
服
務
規
律

を
さ
ら
に
正
し
て
い
く
。
「
区
民
意
識
調
査
」
で
読

者
調
査
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

質
間
①
「
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
意
図
は
何
か
。

区
長
の
写
真
や
名
前
の
掲
載
に
問
題
は
な
い
の
か
。

「
再
開
発
公
社
」
の
設
立
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
地
域
の
特
性
を
知
る
た
め
の
調
査
だ
。
写

真
等
の
掲
載
は
問
題
な
い
。
公
社
設
立
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
し
て
い
る
。

②
投
費
的
経
費
の
減
少
や
人
件
費
の
増
加
は
、

今
後
の
大
き
な
問
題
点
だ
。
効
果
の
薄
い
事
業
の

見
直
し
を
し
て
い
け
。

答
弁
　
財
政
的
な
危
機
感
は
あ
る
。
補
助
金
の
見

直
し
や
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
を
は
か
り
た
い
。

0
　
総
合
窓
口
開
設
な
ど
、
区
民
の
利
便
を
は
か

れ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
の
養
成
も
必
要
だ
。

答
弁
　
施
設
間
の
連
絡
体
制
づ
く
り
や
総
合
窓
口

開
設
を
早
期
に
実
現
し
た
い
。
職
場
研
修
な
ど
で

自
己
の
職
務
に
精
通
さ
せ
て
い
く
。

区
民
生
活
の

向
上
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
間
①
　
国
保
事
業
の
支
出
金
引
上
げ
を
国
・
都

に
も
っ
と
要
請
せ
よ
。

答
弁
要
請
は
行
な
っ
て
い
る
。

②
保
育
園
建
設
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

障
害
児
保
育
の
対
策
を
示
せ
。
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

や
校
外
学
習
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁
　
保
育
園
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

障
害
児
保
育
は
保
母
の
未
経
験
な
ど
問
題
点
も
あ

り
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

は
来
年
度
に
三
カ
所
開
設
の
予
定
だ
。

0
　
高
齢
者
事
業
団
の
職
員
配
置
が
不
十
分
だ
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。

答
弁
　
都
に
人
的
措
置
を
要
請
し
て
い
く
。
当
面

老
人
庄
宅
で
対
応
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
党

質
問
①
　
障
害
児
の
い
る
家
庭
は
大
変
だ
。
就
学

前
の
障
害
児
対
策
を
早
急
に
考
え
よ
。

答
弁
　
早
期
発
見
・
治
療
が
望
ま
し
い
。
早
急
に

検
討
し
、
で
き
る
も
の
か
ら
実
施
し
た
い
。

②
保
育
の
公
私
格
差
を
早
急
に
是
正
せ
よ
。

答
弁
保
育
内
容
に
格
差
を
生
じ
な
い
よ
う
、
施

設
面
で
個
々
に
対
応
し
、
改
善
し
て
い
く
。

0
　
精
薄
者
福
祉
作
業
所
を
早
急
に
建
設
せ
よ
。

身
障
者
用
ト
イ
レ
の
改
善
も
進
め
よ
。

答
弁
　
玉
川
一
丁
目
の
用
地
買
収
を
交
渉
中
だ
。

今
後
の
町
づ
く
り
で
は
施
設
面
も
充
実
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
民
社
党

質
間
①
　
障
害
者
の
歯
科
診
療
を
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
え
な
い
か
。
福
祉
施
設
な
ど
、
都
か
ら
の
事

務
移
管
の
受
入
れ
体
制
は
万
全
か
。

答
弁
　
要
望
が
多
い
の
で
、
困
難
性
も
あ
る
が
早

く
実
現
し
た
い
。
移
管
事
業
の
受
入
準
備
は
ほ
ぽ

で
き
て
い
る
。

②
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
室
」
が
老
人
会
館
に
あ

る
が
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
活
動
さ
せ
よ
。

答
弁
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
養
成
に
努
め

て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
。

　
　
　
　
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
…

質
問
①
　
福
祉
の
見
直
し
が
大
切
だ
。
今
後
の
姿

勢
を
示
せ
。
老
人
大
学
に
大
学
院
を
設
置
せ
よ
。

区
民
農
園
を
、
健
康
増
進
の
た
め
老
人
に
開
放
せ

よ
。
答
弁
　
福
祉
の
充
実
に
は
財
源
確
保
が
第
一
だ
。

公
私
負
担
の
明
確
化
を
は
か
る
。
一
年
程
度
の
老

人
大
学
の
研
究
科
を
考
え
た
い
。
区
民
農
園
は
好

評
な
の
で
、
増
園
の
際
に
考
慮
し
た
い
。

②
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
児
童
館
に
併
設
せ
よ
。

出
張
所
の
配
置
や
窓
口
応
対
も
改
善
し
て
い
け
。

答
弁
　
検
討
し
て
い
る
が
結
論
は
出
て
い
な
い
。

職
務
の
専
門
化
な
ど
も
必
要
だ
。
職
員
の
意
識
改

革
に
努
め
て
い
く
。

自
由
民
主
党



、
，

　　　　　／

質
問
0
　
全
世
帯
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
福
祉
部
門
が
な

・
い
の
は
疑
問
だ
。
庁
舎
内
で
は
身
障
者
へ
の
配
慮

も
怠
る
な
。
健
康
な
老
人
の
対
策
も
考
え
よ
。

答
弁
　
別
に
調
査
を
し
て
い
る
。
庁
舎
内
で
は
「
緊

急
力
ー
ド
」
を
使
っ
て
応
対
し
て
い
る
。
老
人
の

健
康
維
持
に
カ
を
入
れ
た
い
。

②
　
保
育
料
未
納
者
に
は
強
い
姿
勢
で
の
ぞ
め
。

区
立
保
育
園
の
保
母
数
が
国
基
準
よ
り
多
い
が
、

’
今
後
の
増
園
に
あ
た
っ
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

公
私
格
差
の
是
正
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁
　
保
育
料
の
徴
収
は
積
極
的
に
行
う
。
人
件

費
の
増
加
は
財
政
硬
直
化
の
原
因
に
な
る
の
で
留

意
す
る
。
公
設
民
営
方
式
な
ど
も
考
え
た
い
。

③
　
ス
ー
パ
ー
の
進
出
は
、
小
売
商
店
に
と
ρ
て

深
刻
な
問
題
だ
。
商
店
育
成
に
力
を
入
れ
よ
。

答
弁
　
理
屈
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
だ
。
行
政

側
の
か
か
わ
り
方
を
十
分
検
討
し
て
い
く
。

④
　
公
共
施
設
の
効
率
的
な
活
用
を
は
か
る
た
め

．
に
、
受
付
体
制
を
改
善
せ
よ
。
区
民
施
設
の
利
用

状
況
や
問
題
点
を
と
ら
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
施
設
の
地
域
配
分
は
考
慮
し
て
い
る
。
圃

　
一
的
す
ぎ
た
面
も
あ
る
。
人
口
密
度
や
交
通
事
構

を
考
え
て
空
白
地
帯
を
う
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
明
党

質
間
0
　
敬
老
会
館
の
多
目
的
利
用
を
考
え
よ
。

国
民
年
金
の
特
例
納
付
へ
の
救
済
措
置
を
講
じ
よ
。

答
弁
　
将
来
の
建
て
直
し
の
時
に
考
え
、
空
白
地

帯
の
建
設
を
優
先
し
た
い
。
救
済
措
置
に
つ
い
て

は
、
区
も
何
か
対
策
を
考
え
た
い
。

②
　
零
歳
児
の
経
費
が
月
十
九
万
円
も
か
か
っ
て

い
る
が
、
保
育
行
政
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
え
。

保
育
園
の
措
置
基
準
を
見
直
し
、
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
は
か
れ
。
保
育
料
未
納
者
に
対

し
、
そ
の
義
務
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
。

答
弁
　
公
私
の
負
担
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。
措

置
基
準
の
適
正
化
に
努
め
て
い
く
。
未
納
者
に
は

督
促
し
て
い
く
。

0
「
中
小
企
業
近
代
化
資
金
」
の
貸
付
率
が
低
す

ぎ
な
い
か
。
年
末
融
資
の
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
貸
出
し
に
努
め
て
い
る
が
、
企
業
診
断
で

融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
年
末
は
、
運
転
資

金
に
限
り
融
資
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
区
民
の
健
康
と

　
　
　
　
　
　
　
安
全
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
党

質
間
0
　
井
戸
の
現
状
調
査
が
不
完
全
だ
。
再
調

査
せ
よ
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
は
避
難
道
路
と
通

学
路
だ
け
だ
っ
た
が
、
他
に
も
危
険
個
所
が
あ
る
。

1

答
弁
　
再
調
査
は
検
討
し
た
い
。
今
回
の
点
検
結

果
を
み
て
か
ら
他
の
個
所
を
検
討
す
る
。

②
　
国
の
環
境
基
準
緩
和
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
委
託
事
業
の
状
況
は
ど
う
か
。

保
険
請
求
事
務
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
盗
の
か
。

答
弁
　
関
係
機
関
に
区
の
実
惰
を
さ
ち
に
訴
え
て

い
く
。
保
健
セ
ン
タ
ト
は
、
胃
ガ
ン
検
診
、
健
康

増
進
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
い
る
。
保
険
請

求
に
つ
い
て
は
医
師
会
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
民
社
党

質
間
　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
も
っ
と
力
を
入

れ
よ
。
健
康
増
進
事
業
は
実
施
日
な
ど
を
拡
大
で

き
な
い
か
。
防
災
組
織
を
具
体
的
に
活
動
さ
せ
よ
。

答
弁
　
利
用
者
の
便
も
考
え
て
拡
大
し
て
い
き
た

い
。
地
域
こ
と
の
防
災
活
動
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
㎜

質
問
　
保
健
所
を
充
実
し
、
区
民
の
身
近
な
も
の

に
せ
よ
。
心
身
障
害
児
の
出
産
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
母
体
保
護
の
指
導
を
強
め
よ
。

答
弁
　
保
健
所
の
予
算
を
充
実
し
た
い
。
障
害
児

の
早
期
発
見
。
治
療
に
努
め
、
相
談
事
業
に
も
一

層
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

質
間
①
　
避
難
道
路
が
狭
か
っ
た
り
、
災
害
発
生

時
の
活
動
分
担
を
知
ら
な
い
職
員
が
い
る
の
は
問

題
だ
。
具
体
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
防
災
対
策
を
立
て
よ
。

答
弁
　
避
難
道
路
の
改
善
を
都
に
要
望
し
て
い
る
。

職
員
の
防
災
訓
練
は
早
急
に
実
施
し
た
い
。

②
　
保
健
セ
ン
タ
r
は
、
十
分
な
人
員
で
適
正
な

事
業
が
行
え
る
よ
う
充
実
し
て
い
け
。

答
弁
　
十
分
検
討
し
て
努
力
し
て
い
く
。

0
　
の
び
の
び
と
し
た
子
ど
も
の
遊
び
場
が
必
要
，

だ
。
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁
　
画
一
的
な
施
設
で
は
な
く
、
健
康
的
で
子

ど
も
の
喜
ぶ
も
の
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
．
公
明
党

質
問
①
　
予
防
接
種
を
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
一

般
区
民
に
も
実
施
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
困
難
な
面
も
あ
る
が
検
討
し
た
い
。

②
自
転
車
置
場
対
策
を
ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

学
校
を
災
害
時
の
第
一
避
難
所
に
で
き
な
い
か
。

備
蓄
倉
庫
や
路
上
消
火
器
の
点
検
は
万
全
か
。

答
弁
　
関
係
者
で
協
議
会
を
つ
く
り
、
十
分
話
し

合
っ
て
い
く
。
学
校
の
施
設
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。
点
検
は
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
間
0
　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
進
展
状
況
や
、
今
後

、
3

の
言
画
を
も
っ
と
明
確
に
せ
よ
。
こ
れ
か
ら
の
保

健
所
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
保
健
セ
ン
タ
」
で
は
治
療
は
し
な
い
。
健

康
増
進
事
業
を
軌
道
に
の
せ
た
い
。
保
健
所
の
内

容
を
区
民
に
周
知
し
、
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う
。

②
　
公
衆
便
所
や
自
転
車
置
場
を
充
実
せ
よ
。
防

災
対
策
は
、
危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
手
を
つ

け
て
い
け
。

答
弁
．
実
態
を
よ
く
調
査
し
て
対
応
し
て
い
く
。

危
険
度
の
高
い
地
域
を
優
先
し
、
で
き
る
も
の
か

ら
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
民
社
党

質
問
　
下
水
道
の
普
及
は
、
区
画
整
理
と
の
関
係

が
あ
る
が
、
住
民
の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
け
。

緑
、
市
街
地
再
整
備
、
都
市
計
圃
道
路
の
各
調
査

結
果
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
下
水
道
の
完
全
な
普
及
時
期
は
断
言
で
き

な
い
が
、
都
や
住
民
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
環
境
行
政
の
下

敷
と
し
た
い
．

　
　
　
　
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
…

質
間
　
道
路
の
整
備
が
な
っ
て
い
な
い
。
住
民
を

説
得
で
き
る
計
圃
で
の
ぞ
め
。
区
の
人
口
抑
制
が

重
要
だ
。
過
密
化
を
招
く
住
宅
の
規
制
を
行
え
。

答
弁
　
道
路
は
住
民
の
協
力
が
な
い
と
整
備
で
き

な
い
が
、
ヂ
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
人
口
の

過
密
化
を
防
ぐ
住
宅
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

質
間
0
　
道
路
整
備
は
、
防
災
と
も
関
連
し
て
重

要
な
課
題
だ
。
区
道
認
定
を
積
極
的
に
行
え
。
区

画
整
理
に
も
っ
と
区
が
介
入
で
き
な
い
の
か
。
都

市
計
画
事
業
を
充
実
す
べ
き
だ
。

答
弁
　
従
来
は
交
通
面
を
重
視
し
て
い
た
が
、
防

災
的
要
素
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
区
圃
整
理
事
業

は
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
が
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

都
市
計
画
事
業
は
、
ま
だ
区
政
の
中
で
定
着
し
て

い
な
い
。
今
は
組
織
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

②
　
公
共
溝
渠
の
土
あ
げ
敷
の
不
法
占
用
を
解
決

し
、
下
水
道
敷
設
を
進
め
よ
。

答
弁
　
境
界
査
定
が
難
し
い
の
で
、
長
い
時
間
を

要
し
て
い
る
。

0
　
土
木
建
築
業
者
の
会
合
に
、
区
の
幹
部
が
出

席
し
て
い
る
の
は
事
実
か
。

答
弁
　
出
席
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
後
は
絶
対

に
出
席
し
な
い
。

10年間における決算額の推移

」

0
決算額
　　　（4

前年上

年・＝100）

o

o

o

伸ぴ率
o

／
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％

40　50

30　40

0　30

10　20

52年515049480　10
　　43　　　44　　　45　　　46　　　47

　　歳出の性質別構成比

48年度

　
　
　
　
　
　
　
　
公
明
党

質
問
0
　
不
祥
事
件
を
起
こ
し
た
職
員
は
、
な
ぜ

同
一
職
務
を
長
く
担
当
し
た
の
か
。
教
育
関
係
の

・
事
業
は
教
育
委
員
会
独
自
で
処
理
で
き
な
い
か
。
■

答
弁
　
木
造
校
舎
の
改
築
事
業
で
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
必
要
だ
っ
た
。
組
織
的
な
検
討
を
し
て
い
く
。

②
「
紛
争
調
整
条
例
」
は
、
住
民
サ
イ
ド
の
も
の

に
せ
よ
b
下
水
道
工
事
後
の
道
路
復
旧
を
速
や
か

に
行
え
。

答
弁
　
区
民
の
意
向
に
留
意
し
て
い
く
。
道
路
復

旧
は
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
問
①
密
集
市
街
地
の
再
整
備
で
は
、
調
査
を

行
い
住
民
の
意
思
や
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
考
え
よ
。

答
弁
　
全
庁
あ
げ
て
、
具
体
的
に
取
り
組
み
た
い
。

②
下
水
道
敷
設
の
遅
れ
る
地
域
に
は
、
よ
く
P

R
を
せ
よ
。
風
致
地
区
で
、
高
く
盛
土
を
し
た
建

売
住
宅
が
あ
る
が
、
積
極
的
に
行
政
指
導
を
行
え
。

答
弁
　
周
知
に
努
め
る
。
一
部
は
都
の
権
限
だ
が
、

区
で
で
き
る
範
囲
の
指
導
を
行
う
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
党

質
問
0
　
用
途
地
域
を
部
分
的
に
変
更
す
る
こ
と

は
、
施
設
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
問
題
だ
。

箕
口
弁
　
用
途
地
域
の
変
更
は
、
区
の
実
情
に
合
う

よ
う
都
に
要
望
し
た
い
。

②
　
下
水
道
の
普
及
が
大
変
遅
れ
て
い
る
が
、
呑

川
地
域
は
特
に
力
を
入
れ
よ
．
区
の
公
園
建
設
は

い
つ
目
標
達
成
が
で
き
る
の
か
。

答
弁
　
都
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。
用
地
難
で
か

な
り
先
に
な
り
そ
う
だ
。
用
地
確
保
に
努
力
す
る
。

49
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豊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
人
づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　
　
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
…

質
間
　
豊
か
な
人
づ
く
り
に
は
、
幼
児
教
育
が
重

要
だ
。
五
歳
児
の
全
員
就
学
を
実
現
さ
せ
よ
。
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
を
教
育
の
面
で
と
ら
え
、
学
校
で

行
え
な
い
か
。
教
育
相
談
の
対
象
を
、
問
題
の
多

い
一
般
児
童
に
も
広
げ
よ
。

答弁　五歳児

以
上
の
全
員
就
学
に
心
が
け
て
い

る
。
学
童
保
育
を
学
校
で
行
う
の
は
困
難
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
自
由
民
主
党

質
問
0
「
新
教
育
課
程
移
行
」
に
ど
う
対
処
し
て

い
る
か
％
障
害
児
の
義
務
教
育
化
の
具
体
策
は
。

中
学
校
の
課
外
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
弁
「
措
置
要
綱
」
を
作
成
し
た
。
養
護
学
校
の

義
務
化
が
法
的
に
保
障
さ
れ
た
こ
と
は
前
進
だ
。

子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
大
切
か
を
考
え
て
い
く
。

課
外
活
動
は
、
生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
各
学

校
の
貴
任
で
指
導
し
て
い
る
．

②
　
国
際
児
童
年
へ
向
け
て
、
区
の
企
画
を
示
せ
。

答
弁
　
国
が
建
設
す
る
児
童
劇
場
は
、
ぜ
ひ
、
区

内
に
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

③
教
室
の
電
気
が
暗
す
ぎ
た
り
、
身
障
児
用
の

手
す
り
が
不
十
分
な
学
校
が
あ
る
。
施
設
整
備
を

積
極
的
に
行
え
。
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
学
校
で
行

う
な
ど
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
せ
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

答
弁
　
学
校
施
設
は
、
建
設
基
準
に
基
づ
い
て
設

計
し
整
備
し
て
い
る
。
学
童
保
育
は
、
教
師
の
勤

務
時
間
内
で
は
無
理
だ
が
、
あ
る
べ
き
姿
を
確
立

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
明
党

質
問
①
　
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
子
ど
も
の
教

育
が
一
番
大
切
だ
。
ひ
よ
わ
な
子
ど
も
が
多
い
。

教
師
の
研
修
，
・
研
究
体
制
の
充
実
も
は
か
れ
。

答
弁
　
学
校
事
故
が
増
え
て
お
り
、
治
療
費
の
一

時
立
替
え
も
検
討
し
た
い
。
「
校
内
研
究
会
」
の
効

果
が
大
き
い
。
教
師
の
指
導
力
格
差
を
な
く
す
。

②
教
育
セ
ン
タ
ー
と
総
合
文
化
会
館
の
関
連
性

を
示
せ
。

答
弁
　
セ
ン
タ
ー
の
規
模
や
運
営
方
法
を
、
教
師

を
中
心
と
し
た
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
。
教
師

・
の
研
究
、
校
外
学
習
、
教
育
相
談
な
ど
を
基
本
に

し
た
い
。
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
区
民
が
積
極

的
に
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
場
と
し
て
マ
原
案

を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党

質
問
①
区
の
教
育
行
政
で
二
～
三
年
の
間
に
前

進
し
た
も
の
は
何
か
。

答
弁
　
学
校
施
設
の
整
備
、
教
育
内
容
の
充
実
、
・

社
会
教
育
部
門
の
独
立
だ
。

、
②
　
学
童
保
育
や
障
害
児
保
育
な
ど
、
本
来
教
育

の
範
囲
の
も
の
が
他
の
部
門
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

公
立
の
幼
稚
園
の
質
と
量
を
高
め
、
区
全
体
の
質

の
向
上
を
は
か
れ
。
実
態
調
査
を
行
い
、
も
っ
と

広
く
障
害
児
教
育
を
行
え
。
－

答
弁
　
従
前
の
タ
テ
割
り
施
策
は
再
検
討
し
た
い
。

幼
稚
園
の
園
児
数
は
、
5
4
年
が
ピ
ー
ク
の
よ
う
だ
。

就
学
前
の
障
害
児
は
「
教
育
相
談
」
で
対
応
す
る

が
、
早
期
発
見
・
治
療
に
も
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
社
会
党

質
問
0
　
図
書
館
の
役
割
り
は
大
き
い
。
他
の
施

設
と
の
併
設
で
は
不
十
分
だ
。
ま
た
、
地
域
的
に

片
寄
ら
な
い
よ
う
建
設
せ
よ
。

答
弁
　
用
地
難
の
中
で
、
施
設
の
効
率
的
な
活
用

を
は
か
っ
て
い
る
。
交
通
の
面
で
、
か
え
っ
て
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
冶
移
動
図
轡
館
も
研
究
し
て
い
る
。

②
．
就
学
前
の
障
害
児
の
実
態
を
正
確
に
つ
か
め
。

特
に
未
就
園
幼
児
の
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

答
弁
　
バ
ラ
バ
ラ
な
幼
児
対
策
を
改
め
た
い
。
問

題
点
を
見
つ
け
て
、
段
階
的
に
解
決
し
た
い
。
■

　
　
　
　
　
　
　
　
民
社
党

質
問
　
教
室
の
照
明
が
基
準
以
下
の
学
校
が
あ
る
。

，
早
急
に
改
善
せ
よ
。
障
害
児
の
就
学
手
続
き
は
、

福
祉
部
な
老
と
十
分
連
絡
を
と
り
、
早
期
に
行
え
。

答
弁
　
暗
い
教
室
の
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。
精
薄

児
施
設
に
区
内
か
ら
通
学
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、

青
鳥
養
護
学
園
に
小
学
部
新
設
を
要
望
し
て
い
る
。

’
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投資

的
経
費
の

よ
り
効
果
的
な
工
夫
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
1

　
昨
年
は
、
区
制
四
卜
五
周
年
・
特
別
区
制
一
．
一
卜

周
年
を
迎
え
た
中
で
、
「
自
然
保
肝
、
「
文
化
財
保

護
」
の
条
例
制
定
を
は
じ
め
、
コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
f
I

施
設
の
充
実
な
ど
、
そ
の
努
力
の
足
跡
に
対
し
一

応
の
評
価
を
し
た
い
。

　
5
2
年
度
決
算
の
収
支
状
況
は
、
一
応
安
定
化
の

■
方
向
に
あ
り
、
健
全
財
政
の
努
力
に
対
し
て
も
評

価
が
で
き
る
、
し
か
し
、
社
会
資
本
の
投
資
に
つ

い
て
は
、
行
政
運
営
費
の
ふ
く
ら
み
と
は
逆
に
、

投
資
的
経
費
が
前
年
度
よ
り
H
・
8
％
も
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
件
費
・
行
政
運
営
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
区
財
政
の
運
営
に

大
き
な
問
題
を
残
し
て
い
る
。
投
資
的
経
費
の
減

少
を
く
い
と
め
る
手
法
と
し
て
、
借
金
財
政
に
落

ち
入
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
起
債
の
積
極

的
な
活
用
を
検
討
す
べ
き
だ
．
一
方
、
行
政
運
営

費
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
組
織
の
肥
大
化
を
防
ぎ
、

事
業
の
選
択
と
共
に
、
効
果
の
薄
い
事
業
を
縮
小

・
廃
止
し
て
対
処
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
委

託
管
理
や
手
数
料
等
の
、
行
政
負
担
と
受
益
者
負

　　　　　　　　　　　　　　　　　　二ず　　　　　　　　　　　　　　　　＝灘・　　　　　　　　　　　　　　照こ　　　　　　　　　　　マ覧　　　　　　　　　 π　　　　　　　一　■　一　　　　照冒　　茜署　π
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感L，

ヤ

担
の
あ
り
方
を
積
極
的
に
倹
討
さ
れ
た
い
。

　
内
部
努
力
で
は
、
職
員
の
意
識
改
革
に
期
待
し

た
い
。
昼
、
休
み
窓
口
の
完
金
実
施
、
ネ
ー
ム
ブ
レ

ー
ト
着
用
な
ど
は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
と
、

意
欲
に
燃
え
た
職
員
育
成
の
、
手
法
と
し
て
提
起

す
る
，
区
長
の
提
唱
す
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
」

建
設
に
向
か
っ
て
前
進
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

区
民
の
参
加
を
求
め
る
前
に
、
ま
ず
足
元
の
庁
内

か
ら
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
だ
．
職
員
の

人
づ
く
り
に
本
腰
を
人
れ
て
も
ら
い
た
い
。

　
委
員
会
審
議
の
中
で
、
私
伍
幼
稚
園
の
助
成
に

よ
る
公
私
格
差
是
虚
の
推
進
と
併
わ
せ
て
、
世
田

谷
区
に
お
け
る
幼
児
教
育
を
．
長
期
展
望
に
砿
っ
て
、

根
本
的
に
見
直
す
こ
と
を
、
わ
が
党
か
ら
提
起
し

た
。
こ
れ
に
対
し
区
長
は
、
「
5
4
年
度
中
に
、
基
本

的
改
革
の
具
体
的
施
簾
の
結
論
を
出
し
た
い
」
と
、

勇
気
あ
る
危
言
が
あ
り
、
わ
が
党
は
こ
れ
を
高
く

評
価
し
た
い
。
ま
た
、
区
民
健
康
村
建
設
の
提
案

に
は
、
目
．
卜
用
地
を
検
討
中
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

わ
が
党
と
し
て
は
、
庁
少
年
の
育
成
か
ら
老
人
に

、

層

，
、

》 あ

西

決算を通じて、区民施設をめぐる数多くの問題が論議された。23区中、人口が最高の当区では、もっ

ともっと区民施設が要望されている．写真＝老人休養ホーム「ふじみ荘」で。

至
る
生
涯
教
育
ま
で
、
ま
た
、
身
障
者
の
福
祉
、

区
民
の
休
養
・
保
養
、
林
問
学
園
、
ス
ポ
ー
ヅ
等
、

広
大
な
構
想
を
望
み
た
い
・
場
所
は
、
短
時
間
で

行
け
る
利
用
度
の
高
い
所
を
考
え
よ
．

　
老
人
福
祉
対
策
は
、
老
人
専
用
住
宅
の
提
供
と

い
う
新
し
い
事
業
が
芽
を
出
し
た
。
現
圧
、
区
内

の
浴
場
が
、
月
一
回
無
料
開
放
さ
れ
て
お
り
、
老

人
の
コ
、
・
三
ニ
テ
で
ー
の
場
と
な
っ
て
い
る
．
こ

れ
を
区
の
施
策
の
中
に
へ
れ
、
，
さ
ら
に
狢
展
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
．

　
保
育
園
の
保
育
料
や
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
オ
ヤ

ツ
代
の
未
払
金
は
、
卜
万
調
査
し
、
可
能
な
限
り

け
じ
め
を
つ
け
る
べ
き
だ
．

　
下
水
道
は
、
都
市
の
基
幹
的
施
設
だ
、
こ
れ
こ

そ
区
民
に
贈
る
．
最
h
の
福
祉
”
と
夢
λ
る
、
早

期
完
成
に
最
善
の
努
力
を
払
わ
れ
た
い
，

　
防
災
対
策
の
根
取
は
、
．
逃
げ
な
く
て
も
よ
い
町

づ
く
り
”
に
あ
る
　
今
は
、
逃
げ
る
対
策
の
み
に

置
か
れ
て
お
り
、
都
市
構
造
の
抜
餐
的
改
革
こ
そ

防
災
対
策
の
決
め
P
だ
　
区
長
が
完
頭
に
就
ち
国

・
都
の
積
極
的
な
協
力
を
求
め
る
運
動
を
展
開
さ

れ
た
い
　
区
と
し
て
も
、
不
燃
化
住
宅
の
建
設
を

指
り
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
姿
勢
を
強
く
望
む

　
教
育
は
社
会
形
成
の
屯
要
基
礎
だ
，
義
務
教
育

施
設
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
ヴ
至
を
期
す
よ

う
強
く
要
望
す
る

　
先
般
発
生
し
た
下
洋
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原

因
を
徹
底
的
に
究
朋
せ
よ
，
わ
が
党
と
し
て
は
、

理
事
者
の
猛
省
を
促
す
と
と
も
に
、
厳
正
な
行
政

執
行
体
制
の
確
曙
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
，

　
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
老
人
専
用
住
宅

の
建
設
、
在
宅
婦
人
健
康
診
断
制
度
、
身
障
者
の

自
動
車
運
転
免
許
取
偲
の
助
成
、
私
道
街
路
灯
の

設
置
、
高
額
療
養
費
貸
付
制
度
な
ど
、
多
く
の
福

祉
新
事
業
を
推
進
し
た
こ
と
に
対
し
、
わ
が
公
明

党
区
議
団
は
評
価
す
る
。

　
現
在
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
世
田
谷
」
の
将
来
像

を
示
す
「
基
本
構
想
」
に
続
い
て
、
「
基
本
計
画
」

の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
区
民
生

活
に
直
接
か
か
わ
っ
て
く
る
だ
け
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。
区
民
か
ら
の
要
望
・
意
見
を
十
分
取
り
入

れ
て
、
区
民
と
共
に
町
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
に

せ
よ
。
財
源
の
裏
づ
け
と
と
も
に
、
社
会
惰
勢
の

変
化
に
応
じ
ら
れ
る
弾
力
的
計
画
が
必
要
だ
。

　
次
に
、
今
後
の
区
政
に
望
む
主
な
．
要
望
と
意
見

を
述
べ
た
い
。
ま
ず
福
祉
行
政
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
補
助
金
・
助
成
金
」
の
見
直
し
を
行
え
、
イ

ン
フ
レ
の
進
む
中
で
、
何
年
も
変
わ
ら
な
い
額
の

助
成
金
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
近
ぢ
か
、
審
議
会
答

申
が
出
さ
れ
る
が
、
適
正
な
予
算
の
編
成
を
要
望

す
る
。
「
幼
児
教
育
の
義
務
化
」
、
「
幼
保
一
元
化
」
な
ど

が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
公
私
立
の

格
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
不
公
平
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
が
問
題
だ
．
私
伍
へ
の
助
戊
ア
ッ

ブ
な
ど
、
こ
の
是
正
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
．
早

急
に
手
を
打
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
52
年
度
建
設
さ
れ
た
「
老
人
専
用
住
宅
」
は
、

誠
に
好
評
だ
。
拡
充
に
全
力
を
あ
げ
、
今
後
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
公
明
党
1

「
ケ
ア
セ
ン
久
1
」
や
「
り
へ
じ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
っ
い
て
も
、
前
向
ン
6
に
取
り
組
む
べ
き
だ

　
わ
が
党
が
こ
叡
ま
唄
h
張
し
て
き
た
「
区
當
葬

祭
場
」
は
、
、
日
ち
早
！
・
建
設
さ
ぬ
た
い
　
マ
ン

シ
ョ
ン
・
ア
爪
－
ト
な
ど
の
住
民
は
、
ひ
と
た
び

下
幸
か
起
こ
る
と
、
左
隻
に
困
っ
て
い
る

　
区
民
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
区
民
が
区
仔
政
と
直

接
結
び
つ
く
”
窓
口
の
改
蕩
”
㊧
望
む
　
昼
休
み

で
の
執
務
体
制
を
、
出
張
所
も
仔
う
べ
き
だ
　
な

お
、
職
員
の
ネ
ー
ム
ソ
レ
ー
ト
着
用
も
弔
く
実
、
施

さ
れ
た
い
、

　
当
区
の
ド
水
道
の
年
罰
普
及
率
は
低
！
・
、
百
％

完
成
の
年
次
目
懐
す
ら
区
民
に
明
、
小
で
き
な
い
、

一
段
と
促
進
の
努
力
を
さ
れ
た
い
，
特
に
幹
線
道

路
の
ド
水
道
促
進
に
は
力
を
人
れ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
道
路
は
、
．
透
水
性
々
の
舗
装
を
心
が
け
よ
。

　
過
密
化
し
た
都
市
に
と
っ
て
、
防
災
対
策
は
大

き
な
課
題
だ

防
災
道
路
の
拡
幅
も
で
き
ず
、
一
、

次
災
害
の
恐
怖
．
要
鳴
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
、
区

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
「
防
災
町
づ
く

り
」
の
推
進
を
は
か
る
べ
き
だ
．
ま
た
、
区
職
員

の
持
ち
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
指
揮
系
統
も
明
．
小

し
て
お
け
，
都
が
指
定
す
る
避
難
場
所
は
遠
！
＼

避
難
道
路
も
危
険
な
現
状
で
は
、
区
民
は
最
も
近

い
学
校
に
集
結
す
る
の
は
明
ら
か
だ
、
学
校
が
避

難
場
所
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
整
備
を
行
え

な
お
、
避
難
心
路
の
完
備
を
、
国
・
都
に
強
！
・
要

望
さ
れ
た
い
　
そ
の
ほ
か
、
水
な
ど
必
需
品
の
確

保
・
充
実
に
万
全
を
期
し
、
逃
げ
な
く
て
も
よ
い

一
』
己起算

寸する

町
づ
く
り
、
動
く
防
災
組
織
の
充
実
を
推
進
せ
よ
。

　
学
校
施
設
の
整
備
に
ト
分
意
を
用
い
、
野
球
の

で
き
る
校
庭
の
要
望
が
多
い
の
で
留
意
さ
れ
た
い
。

学
校
開
放
も
、
区
民
に
大
変
好
評
な
の
で
、
拡
充

し
て
い
け
．

　
占
少
年
の
非
行
化
防
止
の
た
め
、
そ
の
要
因
で

も
あ
る
不
健
金
図
書
の
自
動
販
売
機
の
規
制
条
例

を
検
討
せ
よ
。
図
書
館
・
美
術
館
の
建
設
を
進
め
、

文
化
行
政
を
推
進
し
て
い
け
。

　
こ
れ
ら
の
き
め
細
か
い
数
多
い
課
題
は
、
今
後

の
予
算
編
成
に
ト
分
反
映
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

福
祉
施
策
充
実
を
評
価
し

一
層
の
前
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
日
本
共
産
党
1

　
昭
和
52
年
度
を
前
に
私
た
ち
区
議
団
は
、
「
区
政

が
、
基
本
的
に
は
区
民
本
位
の
区
政
を
め
ざ
し
、

区
民
や
職
員
の
参
加
を
進
め
て
き
て
い
る
こ
と
」
、

「
福
祉
重
視
の
区
政
を
前
進
さ
せ
て
い
る
こ
と
」

の
．
づ
を
評
価
し
、
次
の
事
項
を
予
算
．
要
望
の
中

で
強
調
し
た
、
①
さ
ら
に
．
層
き
め
細
か
な
福
祉

充
実
・
前
進
の
年
と
す
る
、
特
に
保
育
園
建
設
・

用
地
取
得
、
琶
人
借
上
げ
住
宅
の
建
設
に
力
を
注

ぐ
②
住
民
白
治
、
地
域
白
治
を
育
て
る
条
件
整
備
、

物
質
的
環
境
づ
く
り
に
重
点
を
置
く
年
に
す
る
③

、
．
つ
の
重
点
を
実
、
現
す
る
た
め
、
当
面
、
区
長
を

は
じ
め
金
職
員
の
自
己
隻
革
を
自
主
的
、
積
極
的

に
仔
う
必
要
が
あ
る
．

　
こ
の
年
の
囮
家
弄
算
は
、
大
企
業
の
た
め
の
景

気
浮
揚
を
め
ざ
す
公
共
投
資
を
進
め
る
．
方
、
国

民
へ
の
公
共
料
金
引
き
L
げ
、
増
税
、
低
福
祉
、

地
方
財
政
へ
の
締
め
つ
け
を
特
徴
と
し
た
。
そ
の

た
め
、
当
区
の
決
算
に
お
い
て
も
、
こ
の
影
響
が

災
わ
れ
た
・
だ
が
、
内
部
努
力
等
に
よ
り
、
と
に

か
く
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
に
．
定
の
評
価
を
し

た
い
。

　
福
祉
面
で
も
、
保
育
園
・
学
童
保
育
所
・
児
璽

館
の
建
設
が
進
み
、
老
人
専
用
住
宅
も
設
置
さ
れ

た
、
身
障
者
の
た
め
の
自
動
車
運
転
免
許
取
偲
や

自
動
車
改
造
費
助
成
の
新
設
な
ど
前
進
し
た
。

　
住
民
白
治
・
地
域
自
治
の
育
成
等
も
、
鳥
山
区

民
セ
ン
女
1
の
着
〔
を
は
じ
め
、
区
民
集
会
場
の

増
設
、
福
祉
会
館
の
利
用
時
問
延
長
、
小
中
学
校

の
校
庭
開
放
拡
充
な
ど
が
見
ら
れ
る
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
決
算
は
蕪
本
的
に
わ
が

党
区
議
団
の
支
持
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
．
し

か
し
、
今
後
の
区
政
推
進
の
た
め
に
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
．

　
ま
ず
第
、
に
、
都
の
財
政
危
機
に
よ
る
区
財
政

へ
の
影
響
を
考
え
る
な
ら
安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ

な
い
。
特
に
、
膨
大
な
超
過
負
担
が
地
方
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
問
題
を
改
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

決
算
審
議
で
朋
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
当
区
の

超
過
負
担
総
額
は
、
用
地
関
係
費
を
除
い
て
も
実

に
三
、
億
三
看
万
円
に
も
達
し
て
い
る
。
区
は
、

国
や
都
に
．
要
求
す
ぺ
き
は
要
求
し
、
さ
ら
に
内
部

努
力
を
重
ね
、
区
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う

一
層
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
保
育
園
の
増
設
は
、
法
律
上
当
然
行
う
べ
き
も

の
だ
。
運
営
経
費
の
八
割
を
国
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
必
．
要
額
を
出
し
て
い
な
い

た
め
、
区
の
負
担
が
多
く
な
っ
て
問
題
に
さ
れ
て

い
る
。
公
私
立
間
の
格
差
是
正
も
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
学
壁
保
育
所
に
つ
い
て
も
、
一

小
学
校
区
に
一
カ
所
設
置
の
方
向
で
努
力
さ
れ
た

い
。
　
障
害
者
（
児
）
対
策
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
だ
。

出
生
前
か
ら
の
妊
婦
の
教
育
や
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
体
制
な
ど
を
、
し
っ
か
り
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
る
．
保
健
セ
ン
タ
ー
の
問
題
点
が
は
っ
き

り
し
な
い
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
新
玉
川
線
沿
線
の
小
中
学
校
の
増
改
築
に
万
全

を
期
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
を
と
り

巻
く
環
境
悪
化
の
実
態
調
査
を
行
う
な
ど
、
対
策

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　
震
災
予
防
計
画
と
危
険
度
の
高
い
地
域
の
町
づ

く
り
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
、
基
本
計
画
に
そ
れ
を

位
置
づ
け
よ
。
関
係
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
町

づ
く
り
の
．
診
断
占
”
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

　
区
民
意
識
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
全
職
員

で
行
う
な
ど
、
新
人
職
員
だ
け
で
な
く
、
古
い
職

員
に
も
区
民
と
の
接
触
の
機
会
を
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
。
区
民
は
、
自
発
的
、
積
極
的
な
職
員
を
望

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
職
員
の
意
識
変
革

を
進
め
、
区
政
を
担
う
責
任
を
強
く
．
要
望
し
た
い
。

特
別
区
に

も
つ

「
特
別
区
財
源
獲
得
大
会
」
が
、
1
0
月
2
6
日
に

几
段
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
こ
れ
は
、
侮
年
、
一

卜
一
、
一
特
別
区
議
会
が
E
催
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
で
通
算
卜
．
、
回
目
。

　
　
　
　
世
田
谷
区
か
ら
は
、
議
長
は
じ
め
、

区
議
・
理
事
者
な
ど
六
四
人
が
参
加
。
他
区
か

ら
の
参
加
者
や
政
銘
代
表
な
ど
、
壬
三
百
人
で

会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
、
税
・
財
政
制
度
の
改
善
な
ど
が

強
く
一
訴
・
λ
・
り
れ
、
次
ハ
の
』
ハ
珀
〔
目
’
を
決
議
。
大
宏
A



う
交
渉
せ
よ
。
同
時
に
、
内
部
努
力
に
つ
い
て
も
、

一
段
の
創
意
と
工
夫
を
要
請
し
た
い
。
国
庫
支
出

金
・
都
支
出
金
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
使
用
料
や

保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
料
は
「
応
能
主
義
の
原

則
」
に
基
づ
き
、
適
正
な
受
益
者
負
担
を
は
か
っ

て
い
け
。
さ
ら
に
、
地
方
債
の
活
用
に
も
留
意
さ

れ
た
い
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
性
質
別
経
費
で
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
見
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
や
む
を
え
な
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
の
効
率
化
な
ど
、
運
営
経

費
の
見
直
し
が
必
要
だ
。
都
市
施
設
の
整
備
が
叫

ば
れ
て
お
り
、
特
に
道
路
建
設
が
大
き
く
立
ち
遅

れ
て
い
る
。
樹
木
の
傑
護
も
必
要
だ
。
緑
化
と
道

路
づ
く
り
の
選
択
に
迫
ら
れ
る
事
態
も
起
こ
り
か

ね
な
い
。
健
康
村
建
設
計
画
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
の
も
、
こ
う
し
た
区
民
の
二
ー
ズ
に
応
え
る

発
想
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
こ
こ
で
広
大
な

土
地
を
求
め
、
施
設
を
つ
く
る
と
な
る
と
莫
大
な

経
費
が
必
要
だ
．

　
保
育
園
増
設
の
要
望
は
、
年
と
共
に
高
ま
る
ば

か
り
だ
。
緊
急
課
題
と
し
で
取
り
組
み
、
保
育
料

の
適
正
化
が
必
、
要
だ
。
ま
た
、
障
害
児
保
育
に
も

積
極
的
な
取
り
組
み
を
、
要
望
す
る
。

　
高
齢
化
柱
会
を
迎
え
、
老
人
対
策
の
一
段
の
強

化
が
重
要
課
題
に
な
っ
て
き
た
。
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
が
強
く
望
ま
れ
る
。
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5

、

に
よ
る
「
機
構
改
躍
委
員
会
」
を
設
け
て
、
全
庁

的
視
野
か
ら
執
行
体
制
を
見
直
し
、
来
爵
3
月
ま

で
に
民
主
的
再
編
を
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
．
れ
社
会
党
区
議
団
は
、
住
民
と
共
に
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
期
待
を
持
っ
て
、
そ
の
成
果
を
見
守
り
た
い
．

効
率
的
行
政
を
行
う
た
め
の

組
織
改
革
を

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
1

　
わ
が
党
は
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て
「
組

織
機
構
の
見
直
し
」
を
強
く
主
張
し
て
き
た
。
市

な
み
の
、
一
人
前
と
し
て
の
業
務
を
行
う
た
め
に

は
、
従
前
か
ら
の
「
標
準
組
織
」
に
と
ら
わ
れ
て

い
て
は
駄
目
だ
。
全
庁
的
な
議
論
の
中
か
ら
見
直

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
今
の
タ
テ
割
り
組
織
で

は
、
も
は
や
対
応
で
き
な
い
時
期
に
き
て
い
る
。

年
ね
ん
増
え
て
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
要
求

に
応
え
る
に
は
、
横
断
的
な
動
員
力
で
機
能
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
総
合
的
に
、
も
っ
．
と

深
く
再
検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
い
。

　
今
日
、
効
率
的
な
行
政
の
展
開
が
よ
く
い
わ
れ

て
い
る
。
一
体
、
こ
の
本
当
の
意
味
す
る
も
の
は

何
な
の
か
…
。
ト
ッ
プ
層
だ
け
で
は
な
く
、
職
員

の
細
部
に
わ
た
る
ま
で
こ
れ
が
徹
底
さ
れ
な
い
と
、

そ
の
実
、
現
性
は
乏
し
い
。
組
織
改
革
と
併
わ
せ
て

ぜ
ひ
検
討
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
I
施
策
の
重
要
性
は
、
今
や
大

き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
り
は
非
常
に
大
き
い
。

し
か
し
、
区
に
お
け
る
機
横
も
、
人
の
配
置
も
な

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
基
本
計
画
が
作
成

さ
れ
っ
つ
あ
る
中
で
、
行
政
側
と
し
て
の
あ
り
方
、

住
民
か
ら
の
受
入
れ
方
を
ぜ
ひ
考
え
よ
。
そ
の
点

に
も
う
少
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　
そ
れ
に
は
、
“
行
政
の
プ
ロ
”
の
養
成
が
ど
う
し

て
も
必
．
要
に
な
っ
て
く
る
。
昔
の
役
人
の
考
え
で

は
通
用
し
な
い
。
今
日
の
新
し
い
社
会
情
勢
の
中

で
は
、
行
政
側
の
リ
ー
ダ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

れ
に
よ
り
住
民
と
行
政
の
タ
イ
ア
ッ
ブ
が
可
能
に

な
る
の
だ
。

　
区
で
は
、
「
公
社
」
の
設
立
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
発
足
を
も
含
め
、
こ
の
際
思
い
き
っ
て
「
民

間
人
の
登
用
」
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
民
問
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
i
。
経
験
は
、
役
所
と
は
全
く
異
質

の
も
の
で
、
こ
れ
が
ケ
起
爆
剤
”
と
な
っ
て
、
行

政
の
効
率
化
に
な
れ
ば
よ
い
、

　
一
方
、
住
民
の
行
政
へ
の
関
心
を
集
め
る
工
夫

を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
，
保
育
問
題
に
し
て
も
、

部
分
的
な
閻
題
の
み
に
と
ら
わ
れ
て
論
議
が
な
さ

れ
て
い
る
．
区
政
全
体
の
凱
場
か
ら
見
た
議
論
を
、

各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
起
こ
す
べ
き
だ
．
そ
れ
が
な
さ

れ
な
い
部
門
、
少
な
い
部
門
に
限
っ
て
友
き
な
問

題
が
あ
る
よ
う
だ
　
単
に
白
己
の
「
権
利
」
の
み
を

主
張
し
て
、
保
育
料
不
払
い
を
行
う
な
ど
は
、
ま

さ
に
言
語
道
断
だ
、
こ
れ
は
、
行
政
の
本
質
を
踏

み
に
じ
る
こ
と
に
な
る
。
先
日
、
老
人
人
学
院
の

設
置
の
．
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
区
側
は
、

設
置
の
可
．
合
だ
け
で
は
な
く
、
老
人
金
体
の
問
．
題

や
地
域
の
問
題
な
ど
、
広
い
観
点
か
ら
の
提
起
を

逆
に
行
な
っ
て
い
る
、
そ
れ
が
、
行
政
と
住
民
の

お
互
い
が
理
解
を
深
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
，

　
．
区
民
の
期
待
の
大
き
い
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

ろ
そ
ろ
具
体
的
な
運
営
に
普
手
し
て
も
ら
い
た
い
。

下
水
道
の
促
進
に
あ
た
っ
て
も
、
区
の
考
え
を
積

極
的
に
都
に
示
す
な
ど
、
、
日
も
早
く
完
成
す
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
、

　
教
室
内
で
の
照
度
が
下
足
し
て
い
る
学
校
が
現

実
に
存
在
し
て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
の
目
を
悪
く

す
る
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
．
直
ち
に
改
善
す
る

よ
う
強
く
．
要
望
す
る
、

　
新
し
い
造
型
美
の
学
校
校
舎
の
建
築
を
考
え
よ
。

外
国
で
は
、
そ
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、
建
設
費

の
、
～
五
％
を
見
込
ん
で
い
る
。
少
く
と
も
今
後

は
、
、
定
額
を
伸
．
眠
術
的
装
飾
経
費
と
し
て
見
積
っ

て
も
ら
い
た
い
。

レ
グ
、
参
刎
～
や
融
呪
孜
諺
な
ど
下

『
ー
沐
て

会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
、
税
・
財
政
制
度
の
改
善
な
ど
が

強
く
訴
え
ら
れ
、
次
の
六
項
目
を
決
議
。
大
会

終
了
後
、
国
会
に
陳
惰
を
行
な
っ
た
。

○
超
過
負
担
の
完
全
な
解
消

O
地
方
交
付
税
率
の
引
上
げ
と
適
正
な
配
分

O
起
債
権
の
市
な
み
へ
の
是
正

○
区
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
都
区
財
政
調
整

O
国
有
跡
地
の
区
の
優
先
活
用

O
身
近
な
仕
事
の
区
へ
の
早
期
移
管

　
来
年
度
か
ら
「
心
身
障
害
児
の
義
務
教
育
化
」

が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
教
育
、
福
祉
な
ど

広
い
条
件
整
備
が
．
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
、

総
合
的
基
本
方
針
を
立
て
て
体
系
化
を
は
か
れ
。

”
福
祉
の
基
本
理
念
”
を

追
求
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
ー

　
当
区
は
、
こ
れ
ま
で
4
本
の
政
策
の
柱
を
立
て

て
予
算
編
成
を
行
な
っ
て
い
る
。
52
年
度
も
全
く

同
じ
姿
勢
で
あ
っ
た
．
即
ち
、
①
し
あ
わ
せ
な
く

ら
し
づ
く
り
、
②
緑
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
③
心

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
、
④
豊
か
な
人
づ
く
り

で
あ
る
。
こ
の
財
源
配
分
を
見
る
と
、
①
2
7
・
4

％
、
②
9
・
4
％
、
③
7
・
5
％
、
④
1
3
・
7
％

と
な
っ
て
い
る
。
①
の
「
民
生
費
」
が
ト
ッ
フ
を

占
め
て
い
る
こ
と
は
、
．
地
方
自
治
の
基
本
理
念
”

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
質
意
を
表
し
た
い
。

　
し
か
し
、
”
福
祉
の
基
本
理
念
々
と
は
何
か
…
。

そ
れ
が
「
完
金
で
あ
っ
た
か
」
と
い
う
と
、
残
念

な
が
ら
大
き
な
疑
問
を
感
じ
る
。
改
め
て
”
福
祉

の
基
本
”
を
追
求
し
、
54
年
度
の
予
算
編
成
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
、

　
予
算
の
執
行
率
が
よ
か
っ
た
か
ら
と
手
離
し
で

評
価
で
き
な
い
．
例
え
ば
、
老
人
福
祉
施
策
な
ど

は
、
非
常
に
細
か
く
項
目
を
分
け
す
ぎ
る
。
そ
の

た
め
、
実
、
際
の
成
果
は
と
っ
て
も
ひ
も
じ
い
も
の

に
な
っ
て
か
偽
、
、
略
っ
と
大
切
な
事
業
を
集
約
し
、

福
祉
で
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
に
考
え
る
べ
き

だ
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
施
策
に
し
て
も
全
く
同

じ
こ
と
が
い
え
る
。
恩
恵
を
与
え
る
よ
う
な
姿
勢

で
櫨
祉
予
算
を
組
む
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
も
ら

い
た
い
．

　
学
童
保
育
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
提

言
し
て
き
た
。
す
で
に
、
一
四
カ
所
も
設
置
さ
れ
て

い
る
の
に
、
未
だ
に
所
属
す
べ
き
部
門
が
な
い
。

教
育
部
門
に
す
る
の
か
、
福
祉
部
門
と
す
る
の
か

き
ち
ん
と
体
系
化
す
べ
き
だ
。
学
齢
に
達
し
た
児

較
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
学
校
で
面
倒
を
み
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。
も
し
福
祉
部
門
で
嘔
業
を

担
当
す
る
の
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
整
備
を
行
え
。

　

⑦
の
セ
木
費
が
少
な
い
の
は
や
む
を
え
な
い
と

は
思
う
が
、
災
害
か
ら
区
民
を
守
る
た
め
、
「
過
密

地
域
の
解
消
」
と
「
道
路
の
拡
幅
」
に
も
っ
と
力

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

　
決
算
の
成
果
で
は
十
分
計
画
・
実
施
し
た
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
追
及
す
る
と
、
「
一
部

し
か
計
画
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
れ
で
は
虚
偽
の
報
告
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

　
か
つ
て
、
”
ロ
マ
ン
の
あ
る
道
づ
く
り
”
を
提
唱

し
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
一
つ
も
出
来

て
い
な
い
。
心
の
こ
も
っ
た
道
路
は
見
ら
れ
な
い
。

車
と
人
が
ひ
し
め
く
乱
雑
な
道
路
は
、
一
刻
も
早

く
整
備
す
べ
き
だ
。

　
教
育
面
で
は
、
「
青
少
年
対
策
」
に
本
腰
を
人
れ

る
べ
き
だ
．
現
在
の
「
教
育
相
談
」
は
、
特
殊
な

児
壷
だ
け
の
相
談
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
絶

対
に
必
、
要
で
は
あ
る
が
、
背
少
年
の
不
良
化
が
今

や
年
齢
低
．
ト
の
現
況
を
考
え
、
教
育
柑
談
を
も
取

り
入
れ
、
充
実
す
べ
き
だ
。

　
世
田
谷
区
は
、
こ
れ
ま
で
「
文
化
行
政
」
が
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
今
年
に
な
っ
て
、
や
っ

と
「
区
民
絵
画
展
」
が
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
。
他

区
に
な
い
芸
術
家
の
”
宝
庫
”
で
あ
る
当
区
と
し

て
は
、
5
4
年
度
以
降
は
こ
れ
を
行
政
に
結
び
つ
け
、

大
場
区
政
な
ら
で
は
の
「
文
化
行
政
」
を
推
し
進

め
て
い
け
。

　
緑
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
部
門
と
土

木
部
門
を
合
わ
せ
て
、
行
政
の
一
元
化
を
考
え
る

べ
き
だ
。

「
切
る
べ
き
事
業
は
打
ち
切
り
、
伸
ば
す
べ
き
箏

業
は
伸
ば
す
」
と
い
う
、
新
た
な
気
持
で
行
政
に

あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。
先
の
職
員
に
よ
る
不
祥

事
な
ど
は
絶
対
に
起
こ
す
な
。

　
財
源
的
に
も
苦
し
い
今
日
、
ケ
受
益
者
負
担
の
原

則
”
を
ト
分
考
慮
に
入
れ
て
、
行
財
政
運
営
を
進

め
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。



基
本
計
画
の
策
定
に
は

「
シ
ス
テ
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ツ

ク
ス
し
の
手
法
を

　
　
　
　
　
　
1
自
民
党
1

質
間
　
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
（
姻
謄
㎜
臆
鯨
）
は
「
シ
ス
テ
ム

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
手
法
を
用
い
、
人
類

の
未
来
予
測
を
し
て
、
臓
界
的
に
大
き
な
反
響
を

呼
び
起
こ
し
た
。
日
本
で
も
兵
虜
・
宮
城
・
神
奈

川
な
ど
の
各
県
が
こ
の
手
法
で
、
独
自
の
モ
デ
ル

を
作
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
圃
や
施
策
に
取
り
入

れ
て
い
る
。
当
区
の
基
本
計
画
の
策
定
に
、
こ
の

手
法
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
科
学
的
デ
ー

タ
を
基
礎
に
的
確
な
将
来
F
測
を
立
て
る
。
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
必
要
な
施
策
を
区
民
に
提
示
し
、

合
意
を
得
た
い
。

質
間
　
都
市
化
が
進
む
中
で
、
都
市
の
住
民
は
自

然
を
奪
わ
れ
、
豊
か
な
心
が
失
な
わ
れ
て
き
て
い

る
。
公
園
、
図
離
館
、
劇
場
な
ど
の
公
共
施
設
の

増
設
が
ぜ
ひ
必
要
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の

管
理
は
住
民
の
自
主
運
営
に
ま
か
せ
よ
。

区
長
　
基
本
計
画
の
中
で
、
施
設
の
増
設
を
璽
点

的
に
検
討
し
た
い
。
自
主
運
営
方
式
の
確
立
は
必

要
だ
。
建
設
中
の
「
仮
称
弦
巻
区
民
セ
ン
タ
ー
」

で
は
実
現
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

質
問
　
図
霞
館
は
区
民
の
「
精
神
的
オ
ア
シ
ス
」

だ
。
多
摩
地
区
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
図
書
館
活
動
を

行
え
る
の
は
専
門
の
司
書
職
が
確
立
し
て
い
る
か

ら
だ
。
区
で
も
一
般
箏
務
で
は
な
く
司
書
の
職
種

を
設
け
る
べ
き
だ
。
図
書
購
入
費
の
増
額
、
移
動

図
書
館
方
式
も
考
え
よ
。

教
育
長
　
毎
年
研
修
を
さ
せ
司
書
資
格
者
の
増
員

に
努
め
て
い
る
。
職
種
に
つ
い
て
は
「
特
別
区
人

事
委
員
会
」
と
連
絡
を
と
り
検
討
す
る
。
図
書
館

行
政
の
充
実
に
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
高

齢
者
に
生
き
が
い
を
与
え
、
労
働
力
を
社
会
的
に

活
用
す
る
施
策
が
必
要
だ
。

区
長
　
地
域
柱
会
の
発
展
の
た
め
、
高
齢
者
の
自

立
と
生
き
が
い
対
策
の
助
成
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
汚
職
事
件
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
職

員
の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
、
二
度
と
起
こ
す
な
。

区
長
　
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
根
本
的
な
改

革
を
検
討
す
る
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

幼
児
教
育
の

公
私
格
差
を
是
正
せ
よ

　
　
　
　
　
　
ー
公
明
党
1

質
問
　
低
成
長
の
時
代
に
入
り
、
区
財
政
も
苦
し

く
な
っ
て
き
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
、
行
政

と
庄
民
の
役
割
分
担
を
確
立
し
、
行
政
内
部
の
合

理
化
を
実
行
せ
よ
。

区
長
　
区
民
福
祉
の
維
持
。
向
上
を
原
点
と
し
、

基
本
計
圃
の
中
で
、
施
策
の
優
先
順
位
、
事
務
事

業
の
整
理
、
組
織
の
改
正
な
ど
根
本
的
な
見
直
し

を
し
て
い
く
。

質
問
保
育
園
の
公
費
負
担
が
大
き
す
ぎ
て
、
税

の
便
い
方
が
不
公
平
だ
。
私
立
保
育
園
へ
の
助
成

を
強
化
し
民
間
委
託
・
公
設
民
営
方
式
な
ど
を
考

え
よ
。
ま
た
零
歳
児
保
育
に
も
区
の
負
担
が
大
き

す
ぎ
る
。

区
長
　
国
の
基
準
が
低
す
ぎ
る
の
で
、
超
過
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
区
長
会
を
通
じ
国
に
強
く

改
善
を
要
望
し
て
い
る
。
零
歳
児
保
育
は
十
分
検

討
し
て
い
く
。

質
問
　
幼
稚
園
の
公
私
格
差
を
、
私
立
へ
の
補
助

金
の
増
額
に
よ
り
是
正
せ
よ
。
未
就
園
児
に
対
す

る
親
子
教
室
を
制
度
化
す
べ
き
だ
。

区
長
　
補
助
金
の
増
額
・
公
立
の
保
育
料
の
適
正

化
を
検
討
す
る
。
親
子
教
室
は
、
今
年
度
大
幅
に

拡
充
し
た
。

質
問
　
国
際
児
童
年
に
あ
た
り
、
国
の
児
童
施
設

を
誘
致
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
よ
。

区
長
　
児
童
劇
場
を
積
極
的
に
誘
致
し
た
い
。
遊

び
場
な
ど
の
施
設
の
整
備
、
児
璽
年
に
ふ
さ
わ
し

い
行
箏
を
行
い
た
い
。

質
問
　
今
回
の
汚
職
事
件
は
、
同
一
ポ
ス
ト
に
職

員
が
在
職
す
る
期
間
が
長
す
ぎ
た
た
め
だ
。
人
事

異
動
・
機
構
改
革
を
早
急
に
す
べ
き
だ
。

区
長
　
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
は
か
る
。
技
術

職
員
の
異
動
が
不
十
分
だ
っ
た
が
、
今
後
は
適
正

に
行
う
。

質
問
　
当
低
は
ア
パ
ー
ト
．
借
家
に
住
む
世
帯
が

多
く
、
葬
儀
に
大
変
困
っ
て
い
る
。
「
区
営
葬
祭
場
」

を
早
く
建
設
せ
よ
。

区
長
　
区
内
に
三
カ
所
建
設
し
た
い
。
住
民
の
協

力
を
得
て
、
来
年
度
か
ら
善
手
し
た
い
。

住
民
の
手
に
よ
る

生
活
環
境
・
町
づ
く
り
の

条
件
整
備
を

　
　
　
　
　
　
ー
共
産
党
ー

質
問
「
住
民
自
身
に
よ
る
生
活
環
境
づ
く
り
」
の

た
め
、
地
域
住
民
の
自
セ
的
な
住
民
協
議
会
を
育

成
せ
よ
。
住
民
の
問
題
意
識
が
高
い
過
密
地
域
、

西
部
未
獲
備
地
域
で
は
つ
く
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
。

区
長
　
地
区
む
と
に
環
境
を
整
備
す
る
「
地
区
整

備
計
画
」
を
基
本
計
画
に
組
み
人
れ
る
。
こ
の
計

画
年
成
へ
の
区
民
参
加
や
、
「
防
災
組
織
づ
く
り
区

民
の
会
」
な
ど
を
通
じ
て
協
議
会
を
育
成
し
て
い

き
た
い
。

質
問
　
過
密
地
域
、
西
部
衆
堅
備
地
域
の
犠
備
の

方
式
を
早
く
確
就
せ
よ
。

区
長
　
公
共
用
地
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
る
。
市

街
地
整
備
の
方
法
の
改
善
を
は
か
り
、
区
民
の
協

力
を
得
る
方
法
も
考
え
た
い
、

質
問
　
過
密
地
域
の
再
整
備
に
は
、
住
宅
政
策
が

不
可
欠
だ
。
都
営
住
宅
の
改
築
や
区
営
住
宅
建
設

を
考
え
よ
。

区
長
　
再
整
備
に
は
代
替
地
や
再
開
発
の
拠
点
の

取
得
が
必
要
だ
。
公
営
住
宅
の
建
設
も
必
要
で
あ

り
、
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
、
進
め
て
い
く
．

質
問
－
建
築
部
の
汚
職
に
つ
い
て
は
、
事
件
の
重

大
性
を
認
識
し
、
全
庁
的
に
反
省
せ
よ
。
職
場
の

白
己
点
検
を
行
え
。

助
役
　
全
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
何
を
す
べ
き
か
を
問
い
た
い
。
今

年
度
中
に
改
革
の
原
案
を
ま
と
め
る
。

質
問
「
区
長
等
の
退
職
手
当
条
例
」
の
中
の
、
功

労
者
に
対
す
る
加
算
条
項
は
削
除
す
べ
き
だ
。

区
長
　
都
と
の
関
係
や
財
政
危
機
な
ど
も
考
え
、

検
討
し
た
い
．

質
間
　
わ
が
党
は
、
一
期
目
の
大
場
区
政
が
福
祉

優
先
、
区
民
本
位
、
計
画
的
な
行
政
で
あ
っ
た
と

高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
期
目
の
終
わ
り
に
あ
た

り
、
区
長
は
自
ら
の
行
政
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

区
長
　
財
政
危
機
の
中
に
あ
っ
て
、
施
簾
の
選
択
、

人
件
費
の
抑
制
、
機
構
改
革
な
ど
効
率
的
な
行
政

運
営
に
努
め
た
。
ま
た
職
員
の
意
識
改
革
、
区
民

本
位
の
区
政
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

質
問
　
建
築
部
の
汚
職
噴
件
は
、

り
誠
に
残
念
な
で
き
事
だ
。

建
物
の
監
査
に
專
門
家
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

役
か
ら
、
「
事
件
関
連
業
者
が
施
行
し
た
学
校
に
手

抜
き
工
事
は
な
か
っ
た
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、

第
＝
、
者
に
よ
る
検
査
は
行
う
の
か
。

区
長
・
助
役
　
事
件
発
生
に
つ
い
て
は
、
深
く
お

わ
び
す
る
と
と
も
に
、
組
織
や
事
務
運
営
上
の
欠

陥
を
洗
い
出
し
、
醇
発
防
止
に
金
力
を
傾
け
る
。

高
～
，
．
】
社
会
に
対
応
で
き
る
老
天
対
策
が
急
務
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
老
人
大
学
、
高
齢
者

寧
・
　
』
の
設
置
な
ど
、
区
も
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
。
写
真
1
1
「
ふ
じ
み
荘
」
で
。

人
事
・
組
織
の
チ
エ
ッ
ク

を
強
化
し

汚
職
の
再
発
を
防
げ

　
　
　
　
　
　
1
社
会
党
ー

　
　
　
　
　
　
革
新
区
政
に
と

　
　
　
　
再
発
防
止
策
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

上
木
・
建
築
な
ど
の
監
査
に
は

專
門
的
な
委
員
の
設
置
も
考
え

た
い
．
大
学
教
授
な
ど
の
専
門

家
に
委
嘱
し
て
再
度
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
予
定
だ
。

質
問
　
部
下
の
服
務
状
況
の
把

握
や
同
一
ポ
ス
ト
で
の
長
期
在

職
な
ど
、
人
事
管
理
に
手
落
ち

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

助
役
・
建
築
部
長
　
指
摘
の
と

お
り
だ
。
係
長
級
の
異
動
を
積

極
的
に
行
う
な
ど
改
善
を
急
ぐ
。

質
問
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

老
人
の
生
き
が
い
対
策
も
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

7
月
に
発
足
し
た
高
齢
者
事
業

団
の
登
録
者
は
、
二
千
名
を
超

え
た
。
だ
が
、
事
務
系
の
仕
事

が
全
く
な
い
。
積
極
的
に
ア
R

せ
よ
。
区
の
施
設
の
清
掃
を
頼

ん
で
は
ど
う
か
。

区
長
　
民
間
企
業
な
ど
に
働
き

か
け
、
事
務
系
の
仕
事
を
開
拓

し
て
い
く
が
、
仕
事
に
対
す
る

」

会
員
自
身
の
考
え
の
転
換
も
求
め
た
い
。
区
の
施

設
の
清
掃
な
ど
は
、
質
業
団
が
「
サ
ー
ビ
ス
公
社
」

と
相
談
の
上
で
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

質
問
　
「
老
人
大
学
に
大
学
院
を
」
と
の
要
望
が
あ

る
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

区
長
　
ぺ
学
院
は
考
え
て
い
な
い
が
、
一
年
程
度

の
組
織
的
な
学
習
の
場
の
提
供
を
検
討
し
た
い
．

質
問
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
善
の
た
め
の
助
成
は
行

う
の
か
。
備
蓄
倉
庫
は
あ
と
何
カ
所
建
て
る
の
か
。

戦
前
か
ら
の
防
火
用
水
漕
が
相
当
あ
る
。
危
険
の

な
い
よ
う
措
置
せ
よ
。

区
長
・
環
境
部
長
　
補
強
方
法
を
指
導
し
、
生
け

垣
・
フ
ェ
ン
ス
化
の
奨
励
策
を
検
討
中
だ
。
備
蓄

倉
庫
は
、
都
の
分
と
合
わ
せ
十
カ
所
の
費
定
だ
。

防
火
用
水
槽
の
実
態
を
調
べ
安
全
簾
を
講
じ
た
い
。

社
会
情
勢
に
適
合
し
た

機
構
・
人
事
の

改
革
を
行
え

　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
1

質
間
　
公
選
区
長
二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

庁
内
の
機
構
・
人
事
の
再
検
討
を
行
い
、
施
策
の

見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
効
率
的
な
行
政
運

営
と
社
会
情
勢
に
適
合
し
た
機
構
の
あ
り
方
を
、

区
、
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

区
長
　
事
務
改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
、

従
来
の
機
構
に
と
ら
わ
れ
ず
検
討
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。
来
年
3
月
の
定
例
会
に
は
、
そ
の
一

部
が
報
告
で
き
る
と
思
う
。

質
問
　
職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
、
従
来
の
都
に

依
存
す
る
行
政
を
改
め
よ
。
企
圃
調
整
部
門
を
強

め
、
文
書
・
事
務
と
労
務
の
各
管
理
課
を
設
置
せ

よ
。
ま
た
、
各
部
相
互
間
の
調
整
担
当
主
幹
の
設

置
を
考
え
よ
。

企
画
部
長
　
今
後
、
基
本
計
圃
を
実
施
す
る
上
で

企
画
部
門
の
強
化
は
必
要
だ
。
各
課
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
し
て
い

く
。
質
問
　
急
速
に
人
口
の
老
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

高
齢
者
の
対
策
を
区
政
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け

よ
。区
長
　
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
援
護
が
必
要
な
老

人
へ
の
対
策
と
と
も
に
、
健
康
な
老
人
の
社
会
活

動
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
く
。

質
問
　
老
人
大
学
の
卒
業
生
が
学
ん
だ
成
果
を
、

地
域
社
会
に
生
か
せ
る
場
を
設
け
よ
。
三
宿
に
で

き
る
敬
老
会
館
は
、
単
に
老
人
の
た
め
の
施
設
と

し
て
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
場
に

し
て
い
け
。

区
長
　
老
人
大
学
の
卒
業
生
に
は
、
地
域
社
会
で

の
指
導
的
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。
自
発
的
に
社

会
参
加
で
き
る
上
壌
を
つ
く
り
た
い
。
新
設
の
敬

老
会
館
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
を
持
た

せ
る
よ
う
効
率
的
運
営
を
住
民
と
と
も
に
相
談
し

て
い
く
。

質
間
　
来
年
の
区
長
選
挙
に
再
出
馬
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
所
感
を
の
べ
よ
。

区
長
　
こ
の
三
年
半
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
き
た
。
真
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
つ

つ
、
“
ふ
れ
あ
い
の
地
域
福
祉
”
を
進
め
て
い
く
。

汚
職
の
再
発
防
止
に

全
力
を
あ
げ
よ

1
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
i

質
問
　
汚
職
事
件
の
発
生
は
、
オ
ー
ル
与
党
化
と

も
思
え
る
議
会
側
に
も
責
任
が
あ
る
。
一
方
、
行

政
側
は
自
ら
を
厳
し
く
反
省
し
、
再
発
防
止
に
全

力
を
傾
け
よ
．
工
事
の
発
注
を
、
隣
接
区
の
業
者

に
ま
で
広
げ
、
区
と
特
定
業
者
と
の
癒
薔
を
防
止

す
べ
き
だ
。

区
長
　
今
後
は
、
工
事
規
模
・
施
工
能
力
・
工
駆

実
績
を
十
分
検
討
し
、
適
切
な
業
者
選
定
を
行
う
。

質
問
　
管
理
職
へ
の
登
用
は
、
管
理
職
試
験
だ
け

に
頼
っ
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
は
か
れ
。

同
一
ポ
ス
ト
で
の
長
期
庄
職
を
改
め
、
他
区
と
の

交
流
を
活
発
化
せ
よ
。

区
長
　
1
2
月
に
「
特
別
区
人
事
委
員
会
」
か
ら
、

独
自
の
選
考
方
法
の
具
体
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定

だ
。
技
術
職
・
專
門
職
に
つ
い
て
も
、
長
期
在
職

者
の
解
消
に
努
力
す
る
。

質
問
　
景
気
の
回
復
が
遅
れ
て
お
り
、
来
年
度
の

区
財
政
は
、
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
。
施
策
の
見

直
し
や
縮
小
、
増
税
や
受
益
者
負
担
の
確
立
が
必

．

要
だ
。
今
後
の
区
の
財
政
運
営
の
あ
り
方
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

区
長
　
便
用
料
・
手
数
料
は
見
直
し
の
時
期
に
き

て
い
る
。
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
基
準
を
設

け
る
な
ど
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
適
正
な
受
益
者
負

担
を
考
慮
し
て
い
く
。

質
問
　
保
育
料
の
不
払
い
や
、
昼
休
み
の
窓
口
開

設
、
職
員
の
名
札
着
用
な
ど
は
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

区
長
・
総
務
・
保
険
児
童
部
長
　
督
促
し
た
結
果

現
在
は
、
納
入
困
難
な
者
以
外
未
納
者
は
い
な
い
。

53

年
6
月
か
ら
、
戸
籍
と
福
祉
部
門
の
昼
休
み
窓

口
開
設
を
実
現
さ
せ
た
。
出
張
所
な
ど
の
年
内
実

施
も
協
議
し
て
い
る
。
名
札
は
、
そ
の
あ
と
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問
　
社
会
教
育
の
連
続
講
座
へ
の
講
師
派
遣
に

つ
い
て
、
助
成
条
件
緩
和
の
要
望
が
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
区
長
は
、
『
区
の
お
し
ら
せ
』
で
手
直
し
す

る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
政
党
色
の
強
い
団

体
へ
の
助
成
は
行
う
な
。

区
長
　
教
育
委
員
会
で
、
よ
り
良
い
方
法
を
考
え

て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
区
内
の
国
有
地
の

　
　
　
　
　
　
取
得
に

　
　
　
　
　
　
全
力
を
つ
く
せ

質
問
　
世
田
谷
郵
便
局
跡
地
は
、
三
軒
茶
屋
地
域

の
公
共
用
地
と
し
て
ぜ
ひ
確
保
せ
よ
。
利
用
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
事
憎
を
考
え
、
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
計
圃
を
克
て
て
い
け
（
自
民
・
公
明
）
。

企
画
部
長
　
今
後
も
跡
地
の
払
い
下
げ
を
、
郵
政

省
に
強
く
、
要
望
す
る
。
三
軒
茶
屋
地
域
の
あ
る
べ

き
姿
を
考
え
、
具
体
的
な
計
画
も
提
示
し
た
い
。

質
問
　
教
育
大
農
場
跡
地
の
利
用
試
案
が
、
大
蔵

省
か
ら
示
さ
れ
た
。
都
・
区
案
の
高
校
や
公
園
の

ほ
か
、
公
共
住
宅
の
建
設
が
あ
る
が
、
人
口
の
急

増
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
再
度
都
と

一
体
と
な
っ
て
、
区
の
案
を
提
出
せ
よ
（
共
産
）
。

区
長
・
企
画
部
長
　
都
・
区
案
は
、
多
く
の
要
望

を
し
ぽ
っ
て
き
た
も
の
だ
。
住
宅
建
設
よ
り
は
、

小
学
校
の
建
設
な
ど
が
必
要
だ
。
地
元
の
要
望
を

優
先
し
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
長
川
支
所
は
ス
ペ
ー
ス
に
無
理
が
あ
る
。

窓
口
の
配
置
や
集
会
室
の
改
善
が
必
要
だ
。
住
民

の
要
望
を
入
れ
た
拡
張
計
画
を
示
せ
（
社
会
）
。

企
画
部
長
　
隣
地
の
買
収
計
画
を
つ
く
り
、
早
急

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
間
　
国
内
の
経
済
は
、
未
だ
に
低
迷
を
続
け
て

お
り
、
区
と
し
て
も
業
務
委
託
に
よ
る
経
費
節
減

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
・
課
の
整
理
統

△
口
や
職
場
聞
の
応
援
体
制
を
考
え
る
な
ど
、
行
政

の
改
革
に
努
め
て
い
る
か
（
自
民
）
。

区
長
　
業
務
委
託
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
公
社
」
を
設
立

し
た
上
で
行
い
た
い
。
機
梅
改
革
と
併
わ
せ
、
効

果
の
あ
る
人
事
管
理
を
し
て
い
く
。

質
間
　
住
民
参
加
の
区
政
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
「
区
長
相
談
課
」
を
設
け
て
は
ど
う
か
（
公
明
）
。

区
長
　
現
在
は
広
聴
課
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い

る
が
、
行
政
改
革
の
機
会
に
区
長
室
を
設
置
し
、

そ
の
中
で
広
報
課
と
の
一
本
化
を
は
か
り
た
い
。

質
問
　
婦
人
会
館
の
ホ
ー
ル
に
、
音
響
設
備
、
映

写
設
備
な
ど
を
備
え
よ
。
集
会
室
の
問
仕
切
り
も

完
全
な
も
の
に
せ
よ
（
共
産
）
。

総
務
部
長
　
改
造
、
整
備
を
順
次
進
め
て
い
く
。

質
問
　
不
祥
事
件
の
再
発
防
止
の
た
め
に
、
部
課

長
自
ら
、
厳
し
い
態
度
で
職
務
に
臨
む
姿
勢
を
示

せ
。
職
員
の
研
修
の
方
法
に
、
思
い
き
っ
た
検
討

を
加
え
、
予
算
も
ぜ
ひ
増
額
せ
よ
（
民
柱
）
。

助
役
　
綱
紀
粛
正
に
努
力
し
、
新
し
い
角
度
か
ら

研
修
方
法
を
煮
つ
め
て
強
化
し
て
い
く
。

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
文
化
事
業
を

　
　
　
　
　
　
と
り
入
れ
た

　
　
　
　
　
　
ゆ
と
り
の
あ
る
行
政
を

質
問
　
大
場
区
政
の
特
徴
と
も
い
え
る
文
化
と
行

政
の
結
び
つ
き
を
定
着
さ
せ
、
今
後
も
ゆ
と
り
の

あ
る
行
政
を
進
め
て
い
け
。
美
術
館
の
建
設
に
と

ど
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
活
動
が
で
き
る
セ
ン

タ
ー
を
建
設
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
「
文
化
部
」
を

設
置
す
る
時
期
が
来
て
い
る
と
思
う
が
、
区
長
の

考
え
を
示
せ
（
無
・
祉
民
ク
）
。

区
長
　
5
4
年
3
月
に
、
ま
ず
「
文
化
課
」
を
設
置

し
て
将
来
の
構
想
を
立
て
て
い
き
た
い
。
今
は
庄

民
の
問
に
美
術
館
建
設
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
必
要
だ
。
区
も
建
設
の
た
め
の
体
制
を
整
え

て
お
き
た
い
。
世
田
谷
公
園
の
野
外
音
楽
堂
の
建

設
や
、
各
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
を
考
え
て
い
く
。

　
「
次
太
夫
堀
」
の
復
元
に
合
わ
せ
て
環
境
を
整
え

る
な
ど
、
広
く
文
化
間
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
羽
根
木
公
園
に
“
あ
づ
ま
や
”
を
建
て
て

は
ど
う
か
。
隣
地
を
買
収
で
き
た
時
は
、
古
民
家

を
置
き
、
一
年
中
楽
し
め
る
公
園
に
せ
よ
。
梅
林

を
広
げ
て
”
梅
も
ぎ
”
の
機
会
を
小
学
生
に
も
与

え
よ
（
公
明
）
。
　
古
民
家
と
併
わ
せ
て
常
設
の
展

覧
会
場
を
つ
く
れ
な
い
か
（
共
産
）
。

区
長
・
土
木
部
長
　
古
民
家
な
ど
を
設
置
し
、
休

憩
所
を
兼
ね
た
文
化
遺
産
の
展
示
場
を
考
え
た
い
。

梅
林
を
広
げ
る
な
ど
、
提
案
さ
れ
た
点
の
実
施
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
文
化
的
な
面
を
、
「
基
本
計
画
」
に
盛
り
込

，
む
こ
と
が
必
要
だ
。
将
来
の
構
想
を
示
せ
（
共
産
）
。

総
務
部
長
　
文
化
や
芸
術
に
、
い
つ
で
も
ふ
れ
ら

れ
る
場
の
提
供
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

質
問
　
区
の
施
設
は
、
多
目
的
な
利
用
を
考
え
て

改
善
し
て
い
け
。
今
後
は
長
期
的
展
蝦
に
立
っ
た

施
設
計
画
が
必
要
だ
（
社
会
）
。

企
画
部
長
”
施
設
の
有
効
利
用
“
を
、
ブ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
巾
だ
。
「
基
本
計
圃
」
で
、
施

設
の
改
善
、
配
置
の
適
正
化
を
考
え
て
い
く
。

質
問
「
区
政
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
回
収
に
努
め
、
そ

世
『
．
、

り
ρ

ズ
あ
西
側
に
横
た
わ
る
多
摩
川
は
、
区
民
に
と
っ
て
憩
い
の
場
で
あ
り
、

杁
立
っ
て
い
る
。
写
真
且
一
子
橋
付
近
で
。

畿
　
．
霧筆野　　　層　　も　岬デリ

健
康
づ
く畿嚢欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
曽

の
築
計
結
果
を
、
住
民
参
加
の
亜
．
要
な
．
要
素
と
し

て
「
基
本
計
画
」
に
反
映
さ
せ
よ
（
公
明
）
。

「
住
ん
で
い
る
地
域
を
安
全
だ
と
思
う
か
」
と
い

う
質
問
で
は
、
集
計
結
果
を
「
地
域
危
険
度
図
」

と
ど
う
関
連
さ
せ
て
い
く
の
か
。
”
と
り
あ
え
ず
避

難
す
る
場
所
”
の
一
つ
に
公
園
や
寺
社
の
境
内
が

あ
る
が
、
適
当
な
場
所
と
い
え
る
か
（
自
民
）
。

企
画
・
環
境
部
長
　
地
域
む
と
の
細
か
い
要
望
を

把
握
し
、
「
基
本
計
画
」
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
大

地
震
の
際
は
、
一
時
集
合
場
所
か
ら
警
察
官
の
誘

導
で
広
域
避
難
場
所
へ
行
く
。
住
民
が
す
ぐ
に
集

合
で
き
る
場
所
が
わ
か
れ
ば
重
要
な
資
料
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
身
障
者
施
設
の
職
員
に

　
　
　
　
　
　
専
門
的
な

　
　
　
　
　
　
研
修
を
行
え

質
問
　
梅
丘
実
習
ホ
ー
ム
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
症
状
の
身
障
者
が
通
っ
て
い
る
が
、
医
学
的
見

地
か
ら
見
つ
め
て
指
導
で
き
る
職
員
が
い
な
い
。

こ
れ
は
身
障
者
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
に
と
っ
て
も

不
幸
な
こ
と
だ
。
現
場
の
職
員
に
専
門
的
な
研
修

を
行
え
。
こ
の
よ
ヶ
な
職
場
は
、
研
修
、
指
導
を

し
て
か
ら
職
員
を
配
置
す
べ
き
だ
（
民
社
）
。

助
役
　
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
運
営
が
行
わ
れ
て

　．の7
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）

い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。

今
後
は
十
分
検
討
し
、
専
門
家

に
よ
る
指
導
を
ぜ
ひ
実
施
し
た

い
。質
問
　
「
福
祉
保
健
検
討
委
員

会
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

テ
ー
マ
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
。

委
員
会
に
お
い
て
、
障
害
者
の

対
策
は
長
期
的
展
望
に
立
っ
て

論
議
さ
れ
て
い
る
の
か
。
老
人

対
策
や
幼
保
一
．
兀
化
に
つ
い
て

は
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
た
研
究

を
せ
よ
（
共
産
）
。

福
祉
部
長
　
障
害
者
に
と
っ
て

庄
み
よ
い
町
と
な
る
よ
う
、
総

合
的
な
福
祉
施
策
を
行
う
。
老

人
対
策
で
は
、
要
望
の
よ
り
高

い
施
策
へ
の
転
換
、
居
宅
サ
ー
・

ビ
ス
の
充
実
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

質
問
　
国
民
年
金
の
特
例
納
付

者
に
対
し
、
金
融
機
関
で
は
融

資
を
行
な
っ
て
い
る
。
区
で
利

子
補
給
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

に
援
助
せ
よ
（
公
明
）
。

保
険
児
童
部
長
　
区
単
独
で
の

補
助
は
、
財
政
的
に
無
理
だ
。

国
に
貸
付
制
度
の
実
施
を
要
望

す
る
。

質
問
”
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
”
の
対
象
者
の
枠
を

広
げ
よ
，
身
障
者
用
改
造
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代

を
助
成
で
き
な
い
か
。
身
障
者
手
帳
の
一
・
二
級

者
に
「
難
病
手
当
」
を
併
給
せ
よ
。
匿
子
家
庭
の

医
療
費
を
公
費
負
担
に
で
き
な
い
か
（
祉
会
）
。

福
祉
部
長
　
対
象
者
の
拡
大
は
慎
重
に
検
討
し
て

い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
助
成
や
難
病
手
当
の
併
給

は
困
難
だ
。
母
子
家
庭
の
医
療
費
負
担
を
国
に
働

き
か
け
て
い
く
。
当
面
は
高
額
療
養
費
貸
付
制
度

な
ど
の
拡
充
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
老
人
の
知
識
と
経
験
を

　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
に

　
　
　
　
　
　
生
か
せ

質
問
　
老
人
大
学
を
卒
業
後
、
さ
ら
に
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
知
識
の
修
得
が
出
来
る
場
を
望
む

声
が
あ
る
．
老
人
大
学
の
講
師
を
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
に
派
遣
し
て
は
ど
う
か
（
公
明
）
。
　
大
学
院

設
置
の
要
望
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
（
自
民
）
。

区
長
・
福
祉
部
長
　
卒
業
生
に
は
、
そ
の
知
識
、

経
験
を
、
「
地
域
活
動
」
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

卒
業
後
も
勉
強
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い

る
が
、
老
人
大
学
へ
の
入
学
希
望
者
の
こ
と
を
考

え
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。

質
問
　
老
人
福
祉
費
は
、
老
人
が
区
に
占
め
る
割

合
を
め
や
す
に
増
額
せ
よ
。
リ
ハ
ビ
リ
施
設
が
必

要
だ
。
当
面
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
考
え
よ
。

高
齢
者
事
業
団
に
積
極
的
な
援
助
を
行
え
（
公
明
）
。

区
長
・
福
祉
部
長
　
老
人
福
祉
費
の
増
額
に
努
め

て
い
く
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
は
問
題
が
あ

る
が
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
は
必
要
だ
。
検
討
課
題
と

し
た
い
。
高
齢
者
事
業
団
に
は
十
分
援
助
し
、
職

員
の
増
員
な
ど
は
都
と
協
議
し
て
い
く
。

質
問
　
地
域
格
差
の
な
い
よ
う
、
保
育
園
を
建
設

せ
よ
。
北
沢
・
代
沢
地
区
に
増
設
せ
よ
（
共
産
）
。

保
険
児
童
部
長
「
基
本
計
圃
」
の
中
で
、
格
差
を

生
じ
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。
北
沢
・
代

沢
地
区
の
増
設
は
、
用
地
の
取
得
が
難
し
い
。

質
問
　
区
民
集
会
所
は
、
登
録
団
体
以
外
の
者
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
（
社
会
）
。

区
民
部
長
　
民
問
施
設
を
借
用
し
て
い
る
が
、
自

並
管
理
方
式
な
の
で
、
登
録
団
体
に
限
っ
て
い
る
。

質
問
　
三
宿
の
敬
老
会
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

地
．
兀
の
意
見
を
取
り
人
れ
た
、
”
多
目
的
に
利
用
で

き
る
も
の
”
を
考
え
よ
（
公
明
。
自
民
）
。

福
祉
部
長
　
地
元
住
民
と
ト
分
話
し
台
い
、
で
き

る
限
り
そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
“
ミ
ニ
開
発
住
宅
”
に
は

　
　
　
　
　
　
十
分
な

　
　
　
　
　
　
建
築
指
導
を
行
え

質
問
　
ミ
ニ
開
発
の
「
住
宅
」
は
、
隣
家
と
の
境

界
線
か
ら
最
低
50
㎝
あ
け
、
モ
ル
タ
ル
造
り
と
す

る
よ
ヶ
指
導
を
行
え
。
建
築
行
政
は
、
「
条
例
に
基

づ
い
て
い
れ
ば
良
い
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
住

民
の
立
場
に
就
っ
て
慎
喧
に
指
導
を
行
う
べ
き
だ

（
社
会
）
．

建
築
部
長
「
、
・
、
二
開
発
の
指
導
要
綱
」
を
つ
く
る

時
は
、
提
案
さ
れ
た
点
を
参
考
に
し
た
い
。
住
民

の
意
向
を
尊
重
し
て
い
く
．

質
問
　
国
道
．
、
四
六
号
線
の
金
網
は
、
広
域
避
難

場
所
へ
向
か
う
入
た
ち
の
妨
げ
と
な
る
．
対
策
は

講
じ
て
い
る
の
か
。
塀
の
生
け
垣
化
の
助
成
は
、

対
象
範
囲
を
広
く
と
っ
た
も
の
と
せ
よ
（
自
民
）
。

環
境
部
長
　
道
路
の
柵
に
っ
い
て
は
、
管
理
者
に

申
し
人
れ
て
あ
り
、
「
対
策
を
講
じ
る
」
と
の
回
答

を
得
て
い
る
．
生
け
垣
を
つ
く
り
や
す
い
条
件
を

検
討
中
だ
。

質
間
　
危
険
度
3
の
地
域
へ
の
防
災
対
策
は
、
特

に
短
期
計
画
を
策
定
し
て
早
急
に
行
え
（
公
明
）
。

環
境
部
長
　
危
険
度
3
の
地
域
の
貯
水
槽
は
、
都

と
共
同
で
設
置
し
て
い
く
、
防
災
空
地
の
確
保
の

た
め
、
都
に
補
助
対
敏
地
域
の
指
定
を
強
く
要
望

す
る
と
共
に
、
適
地
を
調
査
し
て
取
得
に
努
め
る
。

質
間
　
都
の
呑
川
の
河
川
改
修
と
並
行
し
て
、
主

要
枝
線
を
延
ば
し
、
工
事
完
了
後
は
す
ぐ
に
下
水

道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
。
下
水
道
工
鵬
に

手
落
ち
の
な
い
よ
う
、
監
督
を
強
化
せ
よ
。
枝
線
・

工
事
へ
の
補
助
を
国
に
要
望
し
て
い
け
（
社
会
）
。

土
木
部
長
　
主
要
枝
線
r
弔
に
つ
い
て
は
、
都
と

協
議
し
て
い
く
。
工
肇
請
負
人
の
指
導
育
成
を
徹

底
し
て
行
う
。
助
成
金
の
引
き
上
げ
、
補
助
枠
の

拡
大
に
つ
い
て
陳
情
を
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

下
水
道
敷
設
の
促
進
を
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　
防
災
や
再
開
発
の
た
め
に
、
区
内
を
南
北

に
は
し
る
幹
線
道
路
が
ぜ
ひ
必
要
だ
。
砧
地
区
は

未
舗
装
の
私
道
が
多
い
。
整
備
を
行
え
（
自
民
）
。

区
長
　
区
だ
け
で
は
で
き
な
い
が
、
防
災
に
必
要

な
幹
線
道
路
は
“
百
年
の
計
”
を
た
て
た
い
。

質
問
　
お
年
寄
や
子
供
に
人
気
が
あ
る
”
釣
が
で

き
る
公
園
〃
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
（
社
会
）
。

区
長
　
つ
り
が
ね
池
が
復
活
で
き
れ
ば
格
好
の
場

所
に
な
る
と
思
う
。
現
段
階
で
は
漁
業
組
合
の
協

力
を
得
て
い
る
多
摩
川
の
活
用
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
　
　
　
校
庭
の
整
備
を
急
ぎ

　
　
　
　
　
　
区
民
に

　
　
　
　
　
　
ス
ボ
ー
ツ
開
放
を

質
問
　
区
民
が
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
よ
う
に
、
校
庭
開
放
に
向
け
て
施
設
の
拡

充
計
画
を
早
急
に
行
え
。
都
就
高
校
の
施
設
開
放

に
つ
い
て
都
と
の
折
衝
は
済
ん
だ
の
か
（
共
産
）
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
施
設
を
早
急
に
整
備
し
て

い
き
た
い
。
都
藍
商
校
の
早
期
開
放
を
都
に
申
し

入
れ
て
あ
る
が
、
画
接
区
内
の
高
擾
に
も
要
望
し

て
い
き
た
い
，
近
い
う
ち
に
一
校
が
開
放
さ
れ
る
。

質
問
　
代
田
小
学
校
の
通
学
路
は
、
歩
道
の
狭
い

所
が
あ
り
危
険
だ
。
早
急
に
改
蕩
せ
よ
（
公
明
）
。

土
木
部
長
　
用
地
を
買
収
し
、
拡
幅
に
努
め
る
。

質
間
　
幼
児
教
育
の
充
実
の
た
め
に
は
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
．
元
化
が
必
要
だ
。
五
歳
児
の
全
員
入

園
を
国
に
先
が
け
て
行
え
（
無
・
柱
民
ク
）
。

区
長
「
幼
保
一
．
兀
化
」
を
、
一
貫
し
た
幼
児
対
策

と
し
て
実
現
し
た
い
が
、
時
間
が
必
要
だ
。

質
問
　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
区
の
基

本
姿
勢
を
示
せ
。
非
行
化
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
各
団
体
は
、
十
分
に
機
能
し
て
い
る
か
（
自
民
）
。

区
長
・
教
育
長
　
行
政
側
と
地
域
柱
会
、
大
人
と

青
少
年
が
よ
く
話
し
八
口
い
、
青
少
年
の
意
欲
と
能

力
を
積
極
的
に
引
き
出
し
て
い
き
た
い
。
青
少
年

関
係
の
施
設
の
拡
充
、
よ
り
良
い
環
境
の
整
備
も

必
要
だ
。
た
く
さ
ん
あ
る
協
議
会
を
一
本
化
し
、

実
践
的
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
不
健
全
図
書
の
自
動
販
売
機
を
規
制
す
る

条
例
の
制
定
に
踏
み
切
れ
（
公
明
・
自
民
）
。

区
長
・
教
育
長
　
条
例
、
指
導
要
綱
の
い
ず
れ
で

規
制
す
る
か
、
3
月
議
会
を
目
途
に
検
討
中
だ
。



O
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
七
件

◇
家
庭
福
祉
員
制
度
に
関
す
る
請
願

◇
世
田
谷
区
立
中
学
校
整
備
充
実
に
関
す
る
講
願

◇
等
々
力
渓
谷
公
園
の
整
備
と
風
致
地
区
一
部
解

除
に
関
す
る
講
願

－
以
上
三
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
老
人
大
学
大
学
院
設
置
に
関
す
る
請
願

－
大
学
院
の
名
称
に
は
こ
だ
わ
ら
な
砂
が
、
願
意

に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
仮
称
「
区
立
千
歳
台
小
学
校
」
に
郷
土
資
料
室

設
置
に
関
す
る
陳
惜

1
出
土
品
等
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
等
の
設
置
に
よ
り
、
願
意
に
沿
う
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
。

最
高
得
票
数
は
一
万
票
を
オ
ー
バ
ー

　
過
去
八
回
に
お
け
る
区
議
選
挙
の
投
票
率
等
の

推
移
は
別
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

投
票
率
が
高
い
昭
和
4
6
年
の
と
き
は
、
都
知
事
選

挙
も
同
時
に
行
わ
れ
た
た
め
、
戦
後
最
高
の
記
録

だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
当
選
者
の
個
人
最
高
得
票
数

は
一
万
八
五
五
票
（
昭
和
42
年
）
で
、
4
6
年
の
ト

ッ
プ
も
一
万
票
の
大
台
に
乗
せ
て
い
る
。
な
お
、

前
回
（
50
年
）
の
搬
高
は
六
二
三
二
票
、
五
十
五
位

の
得
票
は
二
七
七
三
票
だ
っ
た
。

　
倍
率
で
は
、
昭
和
2
6
年
の
狽
倍
が
鼠
高
で
、
以

後
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

現
職
再
選
率
も
年
ね
ん
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
前

回
は
引
退
し
た
議
員
が
多
か
っ
た
た
め
、
新
人
が

十
八
人
も
当
選
、
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
を
示
し
た
。

◇
国
民
の
住
生
活
向
上
の
た
め
の
住
宅
・
宅
地
政

策
に
関
す
る
意
見
書
採
択
の
請
願

ー
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
（
黙
謝
顯
膿
舵
）
。

◇
下
水
道
敷
設
促
進
に
関
す
る
請
願
（
深
沢
三
丁

目
地
区
）

ー
東
京
都
の
計
画
に
よ
る
と
、
呑
川
河
川
改
修
工

事
は
5
7
年
度
完
成
の
．
♪
定
だ
が
、
こ
れ
を
出
来
る

限
り
早
期
に
完
了
す
る
よ
う
、
ま
た
、
幹
線
工
事

と
並
行
し
て
枝
線
工
事
に
も
着
手
し
、
両
工
箏
が

同
時
に
完
成
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

■
取
下
承
認
　
一
二
件

◇
区
立
塚
戸
小
学
校
校
舎
増
築
に
関
す
る
請
願

◇
仮
称
「
自
由
が
丘
マ
ン
シ
ョ
ン
」
建
設
反
対
に

関
す
る
請
願
（
奥
沢
六
丁
目
3
0
）

◇
世
田
谷
区
の
財
政
確
立
．
要
望
に
関
す
る
陳
情

O
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
一
件

区
内
私
立
幼
稚
園
の
父
兄
負
担
軽
減
に
関
す
る
請

願朝
鮮
半
島
の
自
主
的
平
和
統
一
の
実
現
に
関
す
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

■
区
民
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

老
人
大
学
大
学
院
設
置
に
関
す
る
請
願

■
環
境
衛
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

代
々
木
病
院
看
護
婦
寮
内
診
療
所
設
置
反
対
に
関

す
る
請
願
（
桜
丘
四
丁
目
7
）

環
状
八
号
線
三
本
杉
陸
橋
防
音
壁
設
置
に
関
す
る

請
願
目
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
十
二
件

失
対
就
労
者
の
年
飛
手
当
等
に
関
す
る
請
願

失
対
就
労
者
年
宋
手
当
等
に
関
す
る
請
願
　
二
件

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
上
北
沢

四
丁
目
1
0
）

大
稟
学
園
の
校
舎
建
築
工
箏
反
対
に
関
す
る
請
願

大
東
学
園
校
舎
増
築
に
関
す
る
陳
情

下
水
道
埋
立
後
の
跡
地
を
「
車
の
通
り
抜
け
で
き

る
道
路
」
へ
の
変
更
に
関
す
る
陳
情
（
代
沢
二
丁

目
地
域
）

仮
称
三
軒
茶
屋
ハ
イ
ツ
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

集
団
住
宅
建
設
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
六
丁
目
1
）

中
銀
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
の
請
願
（
上
馬
一
丁

目
1
7
）

運
動
公
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
北
鳥
山
地
区
）

「
太
閤
コ
ー
ポ
経
堂
」
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

（
経
堂
二
丁
目
3
1
）

■
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
四
件

区
立
幼
稚
園
の
教
育
予
算
に
関
す
る
請
願

桜
町
小
学
校
校
舎
増
築
に
関
す
る
請
願

野
球
場
の
増
設
と
既
存
施
設
の
開
放
に
関
す
る
請

願世
田
谷
区
内
に
都
立
の
ち
え
お
く
れ
の
養
護
学
校

を
建
設
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
梼

ド　『

私
た
ち
の
生
活
シ
リ
ー
ズ
③

区
■
遇
挙
羅

愚
り
か
昆
つ
て

　
　
顧

ノ
　
藁

飾
’騨

｝
・｝

鳩

　
一

釦
　
　
4

票
㈱
投
率

8
　
4
　
1
　
『
Q
　
6
　
1
　
∩
」
　
戸
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
？

47

66

51

56

49

67

70

49

　
　
撒
今
年
は
「
選
挙
公
報
」
を
発
行

　
党
・

　
　
尉
礪
　
　
今
定
例
会
で
、
区
長
・
区
議
会
議
員
選
挙
の
”
選

　
　
無
　
挙
公
報
発
行
”
が
条
例
化
さ
れ
た
。
前
回
の
と
き

　
　
　
　
　
は
、
区
議
選
挙
で
公
報
を
発
行
し
た
区
は
一
つ
も

　
党
　
　
な
か
っ
た
。
世
論
調
査
で
も
、
公
報
が
必
要
と
答

　
「
・
産

欄　　共　　え

た
人
が
紡
・
4
％
も
あ
り
、
棄
権
し
た
人
の
理

　
　
　
　
　
由
に
も
「
候
補
者
を
知
ら
な
い
か
ら
」
が
14
・
7

　
　
　
　
　
％
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な
区
議
会
の
代
表

　
　
　
　
　
を
選
ぶ
た
め
、
区
民
の
み
ん
な
で
「
区
議
選
」
に

　
　
　
　
　
関
心
を
持
っ
て
、
さ
ら
に
世
田
谷
区
を
発
展
さ
せ

　
　
　
　
　
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
：
。

　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
〔
》
．

　
　
　
　
　
“
　
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
、

　
　
　
　
　
　
一
淫

　
　
　
　
　
　
　
怖

施
さ
れ
ま
す
。

を
集
め
て
み
ま
し
た
。

再
θ
の
職
率
現
選
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数者補候職現

　
　
1

　
　
　
戸

が
実
　
　
　
移

　
　
　
推

　
　
　
勤

　
　
　
縄

　
　
　
躯

倍
率

4
　
1
　
9
　
4
　
0
　
5
　
つ
」
　
4
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今
年
の
4
月
に
は
、
「
統
一
地
方
選
挙
」

　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
今
回
は
、

わ
れ
た
「
世
田
谷
区
議
会
議
員
選
挙
」
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デ
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■
議
員
の
住
所
変
更

定
着
し
て
き
た
政
党
化
・
多
党
化
現
象

　
一
方
、
党
派
別
の
得
票
率
（
グ
ラ
フ
）
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
最
近
は
「
政
党
化
」
・
「
多
党
化
」

が
定
着
し
て
き
て
い
る
。

　
二
十
年
前
の
昭
和
3
4
年
当
時
、
四
五
人
の
う
ち

政
党
・
団
体
役
員
、
無
職
の
人
が
わ
ず
か
八
人
し

か
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
現
庄
で
は
、
五
五
人
の

半
数
近
く
の
二
四
人
に
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
田
谷
区
議
会
議
員
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
平

均
年
齢
が
他
区
と
比
べ
若
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

昭
和
4
6
年
と
50
年
の
当
選
議
員
平
均
年
齢
は
、
奇

し
く
も
全
く
同
じ
四
九
・
一
歳
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
二
十
三
区
で
は
一
番
若
い
。

区
民
の
区
議
選
へ
の
関
心
度
は

　
区
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
区
議
選
挙
が
終

わ
る
と
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
世
論

調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
前
回
（
50
年
）
の
調
査
結

果
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
投
票
率
で
は
、
2
0
代
が
低
く
、
30
代
が
高
い
の

が
目
立
つ
。
職
業
別
で
は
、
主
婦
が
高
い
の
に
対

し
、
学
生
の
四
割
近
く
が
「
投
票
し
な
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
る
。
候
補
者
の
選
び
方
で
は
、
「
支

持
す
る
政
党
侯
補
者
・
推
薦
者
」
が
2
8
％
、
以
下

「
自
分
の
関
係
す
る
団
体
・
職
場
・
後
援
会
の
推

薦
」
1
7
・
9
％
、
「
前
か
ら
よ
い
人
だ
と
考
え
て

い
た
」
1
5
・
7
％
、
「
同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
る
」

10

・
7
％
の
順
に
な
ρ
て
い
る
。

　
　
V

平
山
八
郎
（
議
長
・
自
民
）

　
新
住
所
11
祖
師
谷
五
丁
目
3
－
2

○
数
多
い
議
会
で
の
質
疑
応
答
な
ど
を
、
短
い
編
築
期

間
で
ど
う
ま
と
め
た
ら
…
。
編
簾
部
ス
タ
ヅ
フ
全
員
が

一
生
懸
命
「
決
算
特
集
号
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
少
し
で
も
み
な
さ
ん
に
区
政
・
区
議
会
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
苦
労
も
大
い
に
報
わ
れ
ま
す
。

○
今
年
の
区
議
・
区
長
選
で
は
、
「
選
挙
公
報
」
を
じ
っ

く
り
こ
覧
に
な
っ
て
、
ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

O
次
号
も
八
ぺ
ー
ジ
だ
て
で
”
予
算
議
会
”
の
も
よ
う

を
お
届
け
し
ま
す
。
お
問
合
せ
な
ど
は
、
区
議
会
事
務

局
（
肥
）
二
一
一
、
内
線
㎜
ー
鵬
ま
で
ど
う
ぞ
。
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「
く
び
な
し
蛇
の

も
の
が
た
り
」

　
秋
も
終
わ
り
に
な
っ
て
、
日
ぎ
し
も
短
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
た
ん
ば

　
千
歳
船
橋
の
田
圃
の
イ
ネ
は
、
こ
と
し
も
豊

作
で
、
ほ
と
ん
ど
刈
り
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
吉
助
の
田
圃
に
つ
づ
く
と
こ
ろ
だ
け
は

こ
れ
か
ら
が
刈
り
入
れ
で
し
た
。

　
吉
助
は
、
こ
の
日
も
一
人
、
イ
ネ
刈
り
に
精

を
だ
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
は

ど
う
し
た
こ
と
か
、
吉
助
が
刈
り
す
す
む
イ
ネ

の
株
の
と
こ
ろ
に
蛇
が
い
る
の
で
す
。
吉
助
は

な
ん
ど
も
蛇
を
追
う
の
で
す
が
、
一
匹
だ
け
は

な
か
な
か
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
。
吉
助

は
、
仕
事
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
の
で
、
つ
い
鎌
で

蛇
を
ど
か
そ
う
と
し
た
は
ず
み
に
、
蛇
の
く
び

を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
蛇
の
血
は
、
イ
ネ
株
を
と
り
ま
く
よ
う
に
、

真
赤
な
も
よ
う
で
そ
め
だ
し
ま
し
た
。
あ
た
り

⑳

　
　
　
、

り〆　－拶
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？

は
青
く
さ
く
た
だ
よ
い
ま
し
た
。
吉
助
は
そ
の

に
お
い
で
頭
が
い
た
く
な
り
、
仕
窮
を
や
め
て

田
圃
か
ら
あ
ぜ
に
上
が
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

い
ま
ま
で
吉
助
が
刈
り
取
っ
た
イ
ネ
の
切
株
の

と
こ
ろ
に
、
ど
こ
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
の
か
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
蛇
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
い
る
の
で
す
。

吉
助
は
そ
れ
を
見
る
と
、
身
ぷ
る
い
し
て
家
に

と
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

　
吉
助
が
鎌
で
ま
ち
が
っ
て
切
っ
た
蛇
は
、
母

親
の
蛇
で
し
た
。
母
蛇
は
、
冬
に
な
る
の
で
子

蛇
た
ち
を
蛇
穴
に
入
れ
て
冬
眠
さ
せ
る
た
め
、

は
ぐ
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
呼
び
に
き
た
と
き
の

災
難
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
ん
ど
は
逆
に
、
子
蛇

た
ち
が
雄
親
を
さ
が
し
に
、
吉
助
の
田
圃
に
勢

ぞ
ろ
い
し
て
き
た
の
で
す
。

　
吉
助
が
、
家
で
こ
の
日
の
話
を
し
て
い
る
と

き
で
す
。
奥
の
間
か
ら
冷
た
い
風
が
吹
い
て
き

ま
し
た
。
家
族
の
者
が
そ
れ
と
な
く
見
る
と
、

く
び
な
し
蛇
に
従
え
ら
れ
た
仲
間
の
蛇
や
子
蛇

た
ち
が
と
ぐ
ろ
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　
吉
助
は
相
談
し
て
、
さ
っ
そ
く
名
主
に
蛇
の

こ
と
を
と
ど
け
ま
し
た
。
名
主
は
、
お
坊
さ
ん

を
連
れ
て
き
て
、
す
ぐ
に
親
蛇
の
供
養
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
毎
年
吉
助
の
家
で
は
蛇

の
供
養
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
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〈
編
集
部
か
ら
〉

　
4
8
年
か
ら
連
載
し
て
き
ま
し
た
「
せ
た
が
や
の
民
話
と

伝
説
」
は
、
今
回
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
『
区

議
会
だ
よ
り
』
と
し
て
は
異
色
の
企
画
で
し
た
が
、
区
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
む
意
見

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
恥
し
あ
げ
ま
す
。

終
了
に
あ
た
り
、
改
め
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
O

紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
掲
載
分
を
む
希

望
の
方
は
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。
（
郵
送
の
場
合
は
送
料

と
し
て
切
手
國
円
を
添
え
て
く
だ
さ
い
）

〈
執
筆
者
か
ら
・
お
礼
の
こ
と
ば
〉

　
私
の
つ
た
な
い
文
潭
で
、
世
田
谷
の
民
話
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
思
え
ば
五
年
に
わ
た
る
続
き
も
の
で

し
た
が
、
う
ま
く
綴
れ
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
．

　
民
話
と
伝
説
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
な
か
な
か
区
別

興

C執筆者＝さくらい・まさのぶ

　駒沢大学教授／歴史地理学／『歴史と

　風土・武藏野』　『滅ぴゆく武蔵野』な

　ど著書多数／三軒茶屋一丁目に在住

○さし絵＝あいぜん・とくみ

　国画会会貝／思想の科学研究会会長／

　文化庁現代日本作家展などに出品・活

　躍中／著書「わがかくし念仏』

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
区
別
す
る
こ
と
も
な
い
と
思
い

ま
し
た
の
で
、
自
分
流
で
語
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
か
れ
こ
れ
三
十
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
世
田
谷
の

代
官
屋
敷
保
存
会
の
前
理
事
長
・
大
場
信
績
先
生
の
も
と

で
、
世
田
谷
区
の
も
と
に
な
っ
た
旧
町
村
め
ぐ
り
を
し
た

お
り
、
古
老
の
人
た
ち
か
ら
聞
い
た
話
を
、
ノ
ー
ト
ニ
冊

ほ
ど
の
メ
モ
に
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
た
び
の
資
料
に
し

て
綴
っ
て
み
た
の
で
す
。
子
ど
も
向
け
の
読
物
は
二
、
三

冊
醤
き
ま
し
た
が
、
民
話
や
伝
説
は
初
め
て
な
の
で
、
う

ま
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　
さ
し
絵
は
、
新
進
画
家
阿
伊
染
徳
美
さ
ん
に
お
願
い
し

て
ご
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
長
い
問
続
け
ら
れ
た
の
も
、

区
議
会
議
員
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
区
長
・
区
議
会
事
務

局
な
ら
び
に
区
民
の
皆
様
の
心
か
ら
の
励
ま
し
を
受
け
、

ど
う
に
か
任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
を

串
し
あ
げ
て
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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